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人口動態（10 月中）

転　入　 13 転　出　 13

出　生　  0 死　亡　 14

その他　  0 その他　  0

町の世帯と人口

11 月１日現在（前月比）

世帯数 ２，４６２（　６減）

人　口 ４，３９５（１４減）

　　男 ２，１７７（１０減）

　　女 ２，２１８（　４減）

2025.12 No.8６4（令和 7年 12月 5日発行）

 12月号

町制施行７０周年記念　奥多摩ふれあいまつり

　
10
月
25
日
・
26
日
の
両
日
、

奥
多
摩
総
合
運
動
公
園
に
て
、

第
40
回
奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
内
の
保

育
園
や
小
学
校
の
園
児
・
児
童

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

各
団
体
が
出
演
し
た
ほ
か
、
今

回
は
、
町
制
施
行
70
周
年
を
記

念
し
て
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
駐
在

刑
事
」
主
演
の
寺
島
進
さ
ん
の

観
光
大
使
就
任
式
や
昭
和
歌
謡

シ
ョ
ー
と
題
し
、
演
歌
の
大
御

所
・
細
川
た
か
し
さ
ん
が
出
演

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
わ
さ
び
丸
ご
と
根
っ

辛
う
ど
ん
」
な
ど
の
Ｂ
級
グ
ル

メ
や
毎
年
大
人
気
の
神
津
島
村

の
特
産
物
店
を
含
む
50
団
体
が

模
擬
店
や
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
出
店
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
不
安
定
な
空
模
様

で
し
た
が
、
秋
雨
の
中
に
も
時

折
晴
れ
間
が
の
ぞ
き
２
日
間
で

町
内
外
か
ら
約
３
５
０
０
人
の

方
が
来
場
し
、
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
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表
彰
・
受
章

消
防
操
法
大
会
結
果

 

西
多
摩
地
域
ス
ポ
ー
ツ
協
会
連
絡
協
議
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
功
労
表
彰
受
賞 

　
11
月
13
日
に
、
西
多
摩
地
域

ス
ポ
ー
ツ
協
会
連
絡
協
議
会
か

ら
奥
多
摩
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
野

球
部
の
竹
内
克
己
氏
が
、
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
に
貢
献

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
ッ
ト

都
知
事
表
彰
（
特
別
功
労
賞
）
受
賞

　
第
79
回
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
に
お
い
て
、

原
島
二
三
和
氏
（
日
原
地
区
担
当
）
が
都
知
事
表
彰
（
特
別
功

労
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
島
二
三
和
氏
は
平
成
19
年
12
月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
17
年
以
上
の
長
年
に
わ
た
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
地
域
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。▶

竹
内
　
克
己
　
氏
（
栃
久
保
）

第
53
回
東
京
都
消
防
操
法
大
会

第
３
位

　
10
月
18
日
に
東
京
消
防
庁
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
た
東
京
都
消
防
操
法
大
会
の
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
に
、
奥
多
摩
町
消
防
団
の
代
表
と
し
て

出
場
し
た
第
１
分
団
（
柴
田
拓
也
分
団
長
、
川

井
、
大
丹
波
、
梅
沢
、
丹
三
郎
、
小
丹
波
地
区

管
轄
）
が
第
３
位
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
場
隊
　
奥
多
摩
町
消
防
団
　
第
１
分
団

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

　（
選
手
氏
名
敬
称
略
）

　
指
揮
者
　
班
　
長
　
小
山
　
政
勝

　
１
番
員
　
団
　
員
　
古
矢
純
一
郎

　
２
番
員
　
団
　
員
　
原
島
　
玲
央

　
３
番
員
　
班
　
長
　
平
原
　
悠
貴

　
４
番
員
　
副
部
長
　
原
島
　
大
輔

第
35
回
西
多
摩
地
区
消
防
操
法
大
会

準
優
勝

　
11
月
２
日
に
青
梅
市
の
学
校
法
人
日
本
航
空
学

園
東
京
青
梅
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
西
多
摩

地
区
消
防
操
法
大
会
の
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
、

奥
多
摩
町
消
防
団
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
第
２

分
団
（
森
谷
彰
宏
分
団
長
、
棚
沢
、
白
丸
地
区
管

轄
）
が
準
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
場
隊
　
奥
多
摩
町
消
防
団
　
第
２
分
団

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

　（
選
手
氏
名
敬
称
略
）

　
指
揮
者
　
副
部
長
　
清
水
　
洸
佑

　
１
番
員
　
副
部
長
　
加
藤
　
翼

　
２
番
員
　
班
　
長
　
髙
野
　
芳
樹

　
３
番
員
　
班
　
長
　
市
川
　
晶
太

　
４
番
員
　
副
部
長
　
清
水
　
大
地

　
住
民
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
方
、
奥
多
摩
消
防
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
、

ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　奥
多
摩
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　消
防
操
法
大
会
出
場

　結
果
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表
彰
・
受
賞
ほ
か

奥

多

摩

町

功

労

者

表

彰

式

　
11
月
３
日
の
文
化
の
日
、
福

祉
会
館
で
奥
多
摩
町
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
つ
ぎ
の
22
名
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〔
自
治
表
彰
〕
17
名

・
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
方

　
原
島

　
幸
次

　（
長

　
畑
）

　
髙
橋
　
邦
男
　（
棚
　
沢
）

　
澤
本
　
幹
男
　（
川
　
井
）

　
大
澤
由
香
里
　（
海
　
沢
）

　
森
田
　
泰
宏
　（
中
　
山
）

　
角
田
康
一
郎
　（
大
氷
川
）

　
新
島
　
秀
人
　（
小
丹
波
）

　
清
水
弥
真
人
　（
棚
　
沢
）

　
金
子

　
拓
郎

　（
大
氷
川
）

　
飯
島

　
健
太

　（
海

　
沢
）

　
原
島

　
和
誉

　（
海

　
沢
）

　
新
堀

　
裕
昭

　（
青
梅
市
）

　
原
島

　
正
男

　（
大
丹
波
）

　
堀
口

　
　
純

　（
青
梅
市
）

　
飯
田

　
智
之

　（
羽
村
市
）

　
清
水

　
小
鹿

　（
棚

　
沢
）

・
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
方

　
石
田
富
美
代
　（
小
丹
波
）

　
鈴
木
　
　
恵
　（
横
須
賀
市
）

令
和
７
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

に
お
け
る
受
賞
者
が
閣
議
で
決

定
さ
れ
、
11
月
３
日
付
け
で
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
、
３
名
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

　
元
警
視
庁
警
部

　
石
原
　
泉
雄
　 

（
梅
　
沢
）

・
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　
元
消
防
団
長

　
勝
山
　
一
夫
　 

（
棚
　
沢
）

・
紺
綬
褒
章

　石
田
　
富
美
代
（
小
丹
波
）

〔
文
化
表
彰
〕
４
名

・
文
化
活
動
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
方

　
島
崎

　
誠
一

　（
川

　
井
）

　
市
倉

　
伊
織

　（
川

　
井
）

　
清
水

　
福
平

　（
棚

　
沢
）

　
原
島

　
一
義

　（
棚

　
沢
）

東
京
都
消
防
褒
賞

　受
賞

　
石
井
裕
氏
、
森
谷
彰
宏
氏
、

清
水
弥
真
人
氏
、
杉
山
勉
氏
が

東
京
都
消
防
褒
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
石
井
氏
は
、
平
成
15
年
に
入

団
し
、
現
在
本
部
分
団
長
を
、

森
谷
氏
は
、
平
成
17
年
に
入
団

し
現
在
第
２
分
団
分
団
長
を
、

清
水
氏
は
、
平
成
17
年
に
入
団

＊
瑞
宝
章
は
、
国
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
の
公
務
ま
た
は

公
共
的
な
業
務
に
長
年
に
わ

た
り
従
事
し
て
功
労
を
積
み

重
ね
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に

授
与
さ
れ
ま
す
。

＊
紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た

め
に
、
私
財
を
寄
付
さ
れ
た

方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

カ
ッ
ト

し
、
現
在
第
２
分
団
副
分
団
長

を
、
杉
山
氏
は
、
平
成
９
年
に

入
団
し
、
現
在
第
５
分
団
副
分

団
長
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
ら
れ
て

お
り
、
永
年
に
わ
た
る
消
防
団

活
動
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲写真左から、杉山第５分団副分団長、森谷第２分団長

　石井本部分団長、清水第２分団副分団長
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の
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認
め
ら
れ
ま

し
た
。
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で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲写真左から、杉山第５分団副分団長、森谷第２分団長

　石井本部分団長、清水第２分団副分団長
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多
摩
地
域
ス
ポ
ー
ツ
協
会
連
絡
協
議
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
功
労
表
彰
受
賞 

　
11
月
13
日
に
、
西
多
摩
地
域

ス
ポ
ー
ツ
協
会
連
絡
協
議
会
か

ら
奥
多
摩
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
野

球
部
の
竹
内
克
己
氏
が
、
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
に
貢
献

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
ッ
ト

都
知
事
表
彰
（
特
別
功
労
賞
）
受
賞

　
第
79
回
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
に
お
い
て
、

原
島
二
三
和
氏
（
日
原
地
区
担
当
）
が
都
知
事
表
彰
（
特
別
功

労
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
島
二
三
和
氏
は
平
成
19
年
12
月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
17
年
以
上
の
長
年
に
わ
た
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
地
域
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。▶

竹
内
　
克
己
　
氏
（
栃
久
保
）

第
53
回
東
京
都
消
防
操
法
大
会

第
３
位

　
10
月
18
日
に
東
京
消
防
庁
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
た
東
京
都
消
防
操
法
大
会
の
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
に
、
奥
多
摩
町
消
防
団
の
代
表
と
し
て

出
場
し
た
第
１
分
団
（
柴
田
拓
也
分
団
長
、
川

井
、
大
丹
波
、
梅
沢
、
丹
三
郎
、
小
丹
波
地
区

管
轄
）
が
第
３
位
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
場
隊

　
奥
多
摩
町
消
防
団

　
第
１
分
団

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

　（
選
手
氏
名
敬
称
略
）

　
指
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者

　
班

　
長

　
小
山

　
政
勝

　
１
番
員

　
団

　
員

　
古
矢
純
一
郎

　
２
番
員

　
団

　
員

　
原
島

　
玲
央

　
３
番
員

　
班

　
長

　
平
原

　
悠
貴

　
４
番
員
　
副
部
長
　
原
島
　
大
輔

第
35
回
西
多
摩
地
区
消
防
操
法
大
会

準
優
勝

　
11
月
２
日
に
青
梅
市
の
学
校
法
人
日
本
航
空
学

園
東
京
青
梅
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
西
多
摩

地
区
消
防
操
法
大
会
の
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
、
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多
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防
団
の
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と
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て
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が
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指
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者
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長
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洸
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長

　
加
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２
番
員

　
班

　
長
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野

　
芳
樹

　
３
番
員

　
班

　
長

　
市
川

　
晶
太

　
４
番
員
　
副
部
長
　
清
水
　
大
地

　
住
民
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
方
、
奥
多
摩
消
防
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
、

ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　奥
多
摩
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　消
防
操
法
大
会
出
場

　結
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No.864 2025 年 12 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

西多摩地域広域行政圏計画（令和８年度～令和１２年度）
原案に関する意見募集（パブリックコメント）を行います。

　西多摩地域広域行政圏協議会では、西多摩地域８市町村（青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、

日の出町、檜原村、奥多摩町）が西多摩地域の課題に連携して取り組んでいくため、「西多摩地域広域行

政圏計画（R8-R12）」を策定します。

　この計画の原案に対する意見募集（パブリックコメント）を、西多摩地域に在住・在勤の方などを対象に、

以下のとおり実施します。

〔募集期間〕１２月１日（月）～１６日（火）

〔計画（素案）の閲覧・ご意見の提出方法〕

右の２次元コードからサイトにアクセスし、計画（素案）をダウンロードして閲覧してください。

また、ご意見は同サイト上の LoGoフォームにより提出してください。

※問い合わせは、西多摩地域広域行政圏協議会事務局　☎２２－１１１１（内線２４４０）　　２次元コード

区　　　　分 土　地 建　物

行

政

財  

産

庁 舎  950 2,704

警 察 消 防 施 設 897 1,169

小・ 中 学 校 44,629 13,069

公 営 住 宅 12,492 8,251

公 園  1,049 34

そ の 他 の 施 設 204,334 32,071

計 264,351 57,298

普 通 財 産 10,639,552 15,013

合 　　　計 10,903,903 72,311

《町の財産》       　　　　　　　 （単位：㎡）

区　　　　分 借入金現在高 比　較

総 務 債 141,677 0

民 生 債 　 　　5,058 0

衛 生 債     0 0

農 林 水 産 業 債 　 0 0

商 工 債    0 0

土 木 債 　4,490 0

消 防 債 　0  0

教 育 債 　 32,197 0

住 民 税 等 減 税
補 て ん 債

   592 △ 427

臨時財政対策債 1,172,504 △ 76,547

減 収 補 て ん 債 3,065 △ 146

合 計 1,359,583 △ 77,120

《町の借入金・一般会計》  　　　（単位：千円）

　森林を積極的に利活用していくためには、現在の所有者と登記の名義が一致していることが重要と

なります。都では「伐採を促進するための契約合意支援事業」として、「森林」を相続した都民を対象に、

専門家に依頼して行う登記手続きの費用を原則全額支援します。

　また、一定の取組には、奨励金を加算して支給します。対象となる「森林」の範囲など補助事業に

は条件などがあります。

詳細は、右の２次元コードからサイトにアクセスし、ご確認ください。

※問い合わせは、東京都産業労働局森林事務所　☎７８－３００７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２次元コード

「森林」の相続登記に必要な経費等を都が原則全額補助します。

◎ 住民一人当たり借入額　３０８，３５６円

　＊令和７年９月３０日現在の人口４，４０９人で

　　除した額
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令 和 ７ 年 度 上 半 期 　 財 政 事 情 の 公 表

　町では、町民みなさんに、町の財政事情を年に２回、お知らせしています。今回は、令和７年度上

半期（４～９月分）についてです。各表は、各会計の財政運営の状況、町の財産と借入金の状況です。

　予算の執行状況については、各会計ほぼ順調であると言えます。

《一般会計 歳入・歳出の状況》 

《各会計の予算執行状況》

区　　　　　　　分
補正の
回　数

予 算 現 額
歳　　　　入 歳　　　　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

一 般 会 計 2
        千円 
  7,509,298

        千円 

　3,048,428

％ 
  40.6

           千円       
　2,491,132

％ 
  33.2

都 民 の 森 管 理 運 営
事 業 特 別 会 計

1      91,262      56,027   61.4 　　 31,782   34.8

山 の ふ る さ と 村 管 理
運 営 事 業 特 別 会 計

1     184,083     107,697   58.5 　   75,561   41.0

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

1     770,141     262,791   34.1     250,105   32.5

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

1     259,184     119,726   46.2      82,405   31.8

介 護 保 険 特 別 会 計 1     900,987     404,102   44.9     369,360   41.0

下水道

事 業

会 計

収 益 的 収 入
1

    642,371  　 125,899   19.6 - -
収 益 的 支 出     590,094 - -      89,694   15.2

資 本 的 収 入
１

    144,090     100,000   69.4 - -
資 本 的 支 出     336,876 - -     118,041   35.0

病 院

事 業

会 計

収 益 的 収 入
0

    603,500     192,320   31.9 - -
収 益 的 支 出     603,500 - -     211,629   35.1

資 本 的 収 入
0

      5,000  　　 2,500   50.0 - -
資 本 的 支 出      18,121 - -       7,203   39.7

※下水道事業会計は、令和６年度から公営企業会計に移行しました。
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No.864 2025 年 12 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

西多摩地域広域行政圏計画（令和８年度～令和１２年度）
原案に関する意見募集（パブリックコメント）を行います。

　西多摩地域広域行政圏協議会では、西多摩地域８市町村（青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、

日の出町、檜原村、奥多摩町）が西多摩地域の課題に連携して取り組んでいくため、「西多摩地域広域行

政圏計画（R8-R12）」を策定します。

　この計画の原案に対する意見募集（パブリックコメント）を、西多摩地域に在住・在勤の方などを対象に、

以下のとおり実施します。

〔募集期間〕１２月１日（月）～１６日（火）

〔計画（素案）の閲覧・ご意見の提出方法〕

右の２次元コードからサイトにアクセスし、計画（素案）をダウンロードして閲覧してください。

また、ご意見は同サイト上の LoGoフォームにより提出してください。

※問い合わせは、西多摩地域広域行政圏協議会事務局　☎２２－１１１１（内線２４４０）　　２次元コード

区　　　　分 土　地 建　物

行

政

財  

産

庁 舎  950 2,704

警 察 消 防 施 設 897 1,169

小・ 中 学 校 44,629 13,069

公 営 住 宅 12,492 8,251

公 園  1,049 34

そ の 他 の 施 設 204,334 32,071

計 264,351 57,298

普 通 財 産 10,639,552 15,013

合 　　　計 10,903,903 72,311

《町の財産》       　　　　　　　 （単位：㎡）

区　　　　分 借入金現在高 比　較

総 務 債 141,677 0

民 生 債 　 　　5,058 0

衛 生 債     0 0

農 林 水 産 業 債 　 0 0

商 工 債    0 0

土 木 債 　4,490 0

消 防 債 　0  0

教 育 債 　 32,197 0

住 民 税 等 減 税
補 て ん 債

   592 △ 427

臨時財政対策債 1,172,504 △ 76,547

減 収 補 て ん 債 3,065 △ 146

合 計 1,359,583 △ 77,120

《町の借入金・一般会計》  　　　（単位：千円）

　森林を積極的に利活用していくためには、現在の所有者と登記の名義が一致していることが重要と

なります。都では「伐採を促進するための契約合意支援事業」として、「森林」を相続した都民を対象に、

専門家に依頼して行う登記手続きの費用を原則全額支援します。

　また、一定の取組には、奨励金を加算して支給します。対象となる「森林」の範囲など補助事業に

は条件などがあります。

詳細は、右の２次元コードからサイトにアクセスし、ご確認ください。

※問い合わせは、東京都産業労働局森林事務所　☎７８－３００７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２次元コード

「森林」の相続登記に必要な経費等を都が原則全額補助します。

◎ 住民一人当たり借入額　３０８，３５６円

　＊令和７年９月３０日現在の人口４，４０９人で

　　除した額
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西多摩地域広域行政圏計画（令和８年度～令和１２年度）
原案に関する意見募集（パブリックコメント）を行います。

　西多摩地域広域行政圏協議会では、西多摩地域８市町村（青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、

日の出町、檜原村、奥多摩町）が西多摩地域の課題に連携して取り組んでいくため、「西多摩地域広域行

政圏計画（R8-R12）」を策定します。

　この計画の原案に対する意見募集（パブリックコメント）を、西多摩地域に在住・在勤の方などを対象に、

以下のとおり実施します。

〔募集期間〕１２月１日（月）～１６日（火）

〔計画（素案）の閲覧・ご意見の提出方法〕

右の２次元コードからサイトにアクセスし、計画（素案）をダウンロードして閲覧してください。

また、ご意見は同サイト上の LoGoフォームにより提出してください。
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　また、一定の取組には、奨励金を加算して支給します。対象となる「森林」の範囲など補助事業に

は条件などがあります。

詳細は、右の２次元コードからサイトにアクセスし、ご確認ください。

※問い合わせは、東京都産業労働局森林事務所　☎７８－３００７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２次元コード

「森林」の相続登記に必要な経費等を都が原則全額補助します。

◎ 住民一人当たり借入額　３０８，３５６円

　＊令和７年９月３０日現在の人口４，４０９人で

　　除した額
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西多摩地域広域行政圏計画（令和８年度～令和１２年度）
原案に関する意見募集（パブリックコメント）を行います。

　西多摩地域広域行政圏協議会では、西多摩地域８市町村（青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、

日の出町、檜原村、奥多摩町）が西多摩地域の課題に連携して取り組んでいくため、「西多摩地域広域行

政圏計画（R8-R12）」を策定します。

　この計画の原案に対する意見募集（パブリックコメント）を、西多摩地域に在住・在勤の方などを対象に、

以下のとおり実施します。

〔募集期間〕１２月１日（月）～１６日（火）

〔計画（素案）の閲覧・ご意見の提出方法〕

右の２次元コードからサイトにアクセスし、計画（素案）をダウンロードして閲覧してください。

また、ご意見は同サイト上の LoGoフォームにより提出してください。

※問い合わせは、西多摩地域広域行政圏協議会事務局　☎２２－１１１１（内線２４４０）　　２次元コード

区　　　　分 土　地 建　物
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産

庁 舎  950 2,704

警 察 消 防 施 設 897 1,169

小・ 中 学 校 44,629 13,069

公 営 住 宅 12,492 8,251

公 園  1,049 34

そ の 他 の 施 設 204,334 32,071

計 264,351 57,298

普 通 財 産 10,639,552 15,013

合 　　　計 10,903,903 72,311

《町の財産》       　　　　　　　 （単位：㎡）

区　　　　分 借入金現在高 比　較

総 務 債 141,677 0

民 生 債 　 　　5,058 0

衛 生 債     0 0

農 林 水 産 業 債 　 0 0

商 工 債    0 0

土 木 債 　4,490 0

消 防 債 　0  0

教 育 債 　 32,197 0

住 民 税 等 減 税
補 て ん 債

   592 △ 427

臨時財政対策債 1,172,504 △ 76,547

減 収 補 て ん 債 3,065 △ 146

合 計 1,359,583 △ 77,120

《町の借入金・一般会計》  　　　（単位：千円）

　森林を積極的に利活用していくためには、現在の所有者と登記の名義が一致していることが重要と

なります。都では「伐採を促進するための契約合意支援事業」として、「森林」を相続した都民を対象に、

専門家に依頼して行う登記手続きの費用を原則全額支援します。

　また、一定の取組には、奨励金を加算して支給します。対象となる「森林」の範囲など補助事業に

は条件などがあります。

詳細は、右の２次元コードからサイトにアクセスし、ご確認ください。

※問い合わせは、東京都産業労働局森林事務所　☎７８－３００７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２次元コード

「森林」の相続登記に必要な経費等を都が原則全額補助します。
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小丹波南ノ原地内分譲地販売開始【先着順】

　町では、過疎化による少子高齢化が進行し、地域活力の低下が懸念されることから、若者の定住対

策を重点施策として取り組んでおり、分譲地や町有地を販売しています。

〔募集物件情報〕　小丹波南ノ原地内分譲地（単価１４，２１２円／㎡）

住　所 面　積 価　格

小丹波９７番地１ ２２４．２３㎡　（６７.９５坪） ３，１８６，０００円

※上記以外にも分譲地や町有地を販売しています。町のホームページをご確認ください。

〔申込資格〕

①年齢４５歳以下の夫婦

②子ども (１８歳以下）がいる世帯

③自らが居住する住宅を建築するために

　宅地を必要とすることなどの条件があります。

＊詳細については、町ホームページの募集要項をご確認ください。

〔申込書配布場所〕

子育て定住推進課　若者定住推進係（役場１階）

　　　　　　　　　古里出張所（子ども家庭支援センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲令和７年１１月１現在

　※申し込み、問い合わせは、子育て定住推進課　☎８３－２３１０

令和８年度　町内保育園の新規申込みについて

　令和８年４月から、新たに町内保育園に入園を希望される方の申し込みを受付けます。

　必要書類を揃えて、受付期間内に下記へご提出ください。

〔受付期間〕１２月１日（月）から令和８年１月９日（金）まで　

　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分（土日・祝日を除く）

〔受付場所〕・子育て定住推進課子育て推進係（子ども家庭支援センター内）

　　　　　・住民課総合窓口係

※申し込み、問い合わせは、子育て定住推進課（きこりん）　☎８５－２６１１
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図
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町営若者住宅の入居者募集
　この住宅は、「将来ご自分の住宅を取得し、町に永住していただくための第一歩になれば」

と一般的な住宅よりも低額な家賃設定とした賃貸住宅です。

　〔申込資格〕

　①町内に住所または一定の勤務場所がある方、もしくは住宅使用により町内住所を確実

　　に登録できる方。

　②世帯主の年齢が４０歳以下の夫婦または５０歳以下の方で子ども（中学生以下）がい

　　る世帯であること。

　③入居期間は原則として世帯主の年齢が３０歳以下の場合は１２年以内、４０歳以下の

　　場合は１０年以内、５０歳以下の場合は７年以内となります。

　④３５歳以下の方（単身者）。＊大丹波南平のみ

　〔申込受付期間〕１２月５日（金）～２５日（木）まで

　〔入居予定時期〕令和８年２月上旬以降

＊内覧を希望される方は、事前予約が必要になります。

　〔注意点〕＊申込者が定員を超えた場合は、町選考基準により決定します。

※申し込み、問い合わせは、子育て定住推進課　☎８３－２３１０

小丹波第４（戸建て住宅タイプ）

所在地：小丹波４６８番地

（JR 青梅線古里駅から徒歩で約５分）

使用料：３３，０００円／月

駐車場：３，０００円／月（１世帯につき１台）

募集戸数：１戸

木造２階建（床面積：５７．８㎡）、オール電化

大丹波南平（集合住宅タイプ）

所在地：大丹波１４５番地１

（JR 青梅線川井駅から車で約５分）

使用料：２０，０００円／月

駐車場：３，０００円／月（１世帯につき２台）

募集戸数：１戸

木造２階建（床面積：５４．５㎡）、オール電化

第６４回加藤旗争奪駅伝競走大会開催に伴う交通規制について

　大会当日は交通規制を実施します。交通規制、迂回路などにつきましては、現場警察官の指示に従っ

てください。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　〔日時〕１２月１４日（日）午前１０時１５分～正午まで

　〔規制区間〕青梅街道：古里駅前交差点から川井交差点

　　　　　　 都道・町道：川井交差点から大丹波小中茶屋バス停

※問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６
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（JR 青梅線川井駅から車で約５分）

使用料：２０，０００円／月

駐車場：３，０００円／月（１世帯につき２台）

募集戸数：１戸

木造２階建（床面積：５４．５㎡）、オール電化

第６４回加藤旗争奪駅伝競走大会開催に伴う交通規制について

　大会当日は交通規制を実施します。交通規制、迂回路などにつきましては、現場警察官の指示に従っ

てください。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　〔日時〕１２月１４日（日）午前１０時１５分～正午まで

　〔規制区間〕青梅街道：古里駅前交差点から川井交差点

　　　　　　 都道・町道：川井交差点から大丹波小中茶屋バス停

※問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６
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分
譲
地
販
売
ほ
か

小丹波南ノ原地内分譲地販売開始【先着順】

　町では、過疎化による少子高齢化が進行し、地域活力の低下が懸念されることから、若者の定住対

策を重点施策として取り組んでおり、分譲地や町有地を販売しています。

〔募集物件情報〕　小丹波南ノ原地内分譲地（単価１４，２１２円／㎡）

住　所 面　積 価　格

小丹波９７番地１ ２２４．２３㎡　（６７.９５坪） ３，１８６，０００円

※上記以外にも分譲地や町有地を販売しています。町のホームページをご確認ください。

〔申込資格〕

①年齢４５歳以下の夫婦

②子ども (１８歳以下）がいる世帯

③自らが居住する住宅を建築するために

　宅地を必要とすることなどの条件があります。

＊詳細については、町ホームページの募集要項をご確認ください。

〔申込書配布場所〕

子育て定住推進課　若者定住推進係（役場１階）

　　　　　　　　　古里出張所（子ども家庭支援センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲令和７年１１月１現在

　※申し込み、問い合わせは、子育て定住推進課　☎８３－２３１０

令和８年度　町内保育園の新規申込みについて

　令和８年４月から、新たに町内保育園に入園を希望される方の申し込みを受付けます。

　必要書類を揃えて、受付期間内に下記へご提出ください。

〔受付期間〕１２月１日（月）から令和８年１月９日（金）まで　

　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分（土日・祝日を除く）

〔受付場所〕・子育て定住推進課子育て推進係（子ども家庭支援センター内）

　　　　　・住民課総合窓口係

※申し込み、問い合わせは、子育て定住推進課（きこりん）　☎８５－２６１１
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納
税
の
お
願
い

特
　
集

　
　
　
税
金
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　「
納
め
忘
れ
た
」「
納
め
ら
れ

な
い
」「
納
め
た
く
な
い
」
…
。

税
金
の
滞
納
は
、
納
期
限
内
に

納
税
さ
れ
た
み
な
さ
ん
と
の
不

公
平
が
生
ま
れ
る
ほ
か
、
督
促

の
た
め
の
費
用
が
掛
か
る
な

ど
、
税
金
の
有
効
活
用
に
も
支

障
を
来
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、滞
納
を
続
け
れ
ば
、

貴
重
な
財
産
が
差
し
押
え
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

◎
公
平
な
納
税
を
進
め
ま
す

　
納
税
は
、
日
本
国
憲
法
に
定

め
ら
れ
た
国
民
の
三
大
義
務

（
教
育
、
勤
労
、
納
税
）
の
一

つ
で
す
。
町
税
を
納
期
限
ま
で

に
納
め
ず
、
滞
納
し
た
ま
ま
に

し
て
お
く
こ
と
は
、
納
期
限
内

に
納
税
し
て
い
る
大
部
分
の
納

税
義
務
者
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、町
の
財
政
を
圧
迫
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
公
平
な
納
税
を
進

◎
早
め
の
納
税
相
談
を

　
病
気
や
失
業
、
事
業
不
振
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納

期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
、
ま
た
、

一
度
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
お
早
め
に
住
民
課
総

合
収
納
係
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
生
活
状
況
な
ど
を
お
聞
き

し
た
う
え
で
、
納
付
方
法
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
町
税
以
外
の

　
　
　
　
　納
付
も
忘
れ
ず
に

　
町
税
以
外
に
も
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
町
営
住

宅
使
用
料
な
ど
、
町
に
納
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
負
担
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
を
安
定
し
て
運
営
す

る
た
め
の
原
資
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
も
の
に
も

町
税
同
様
に
未
納
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
役
場
の
各
課
で
納

付
相
談
を
受
付
け
て
い
る
ほ

か
、
一
括
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
分
割
納
付
が
可
能
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。
期
限
内
の
納
付

や
早
め
の
納
付
相
談
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
税
は
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
最
も

基
本
的
な
公
共
料
金
と
も
言
え

ま
す
。

　『
払
え
る
と
き
に
払
え
る
だ

け
』
で
は
な
く
、『
ま
ず
納
税
』

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
に
は
、
休
日
・
夜

間
の
臨
時
納
税
窓
口
開
設
の
お

知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
１
９
０

め
る
た
め
、滞
納
者
に
対
し
て
、

財
産
の
差
し
押
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
強
化
し
ま
す
。

◎
税
金
の
滞
納
に

　
　
　
　
　得
は
あ
り
ま
せ
ん

　
地
方
税
法
で
は
、
税
負
担
の

公
平
性
を
期
す
た
め
に
、
督
促

状
を
発
し
て
か
ら
10
日
を
経
過

し
て
も
納
税
さ
れ
な
い
時
に

は
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
差
し
押
え
は
、
民
事
上

の
強
制
執
行
と
は
異
な
り
、
裁

判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く

町
（
徴
税
吏
員
）
が
自
ら
執
行

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
法
律
で
は
事
前
の
差

押
予
告
通
知
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
住
居

な
ど
へ
の
捜
索
の
権
限
も
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
め
ら
れ

な
い
税
金
は
、
延
滞
金
の
加
算

対
象
と
な
り
ま
す
。
発
生
し
た

延
滞
金
は
、
免
除
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
な
納

付
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
は
、
経
済
的
な
不
利

益
を
受
け
た
り
、
社
会
的
な
信

用
を
失
っ
た
り
す
る
結
果
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

◎
差
し
押
え
を
受
け
る
と

　
税
は
自
主
納
付
が
基
本
で

す
。
し
か
し
納
税
の
催
告
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
納
税
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
や
納
税
に
つ

い
て
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
法
律
に
基
づ
き
財
産
（
預

貯
金
、
給
与
、
不
動
産
、
自
動

車
、
生
命
保
険
、
売
掛
金
な
ど
）

を
差
し
押
え
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
差
し
押
え
を
受
け
る
と
、
差

し
押
え
先
（
勤
務
先
、
金
融
機

関
、
取
引
先
な
ど
）
か
ら
社
会

的
な
信
用
を
失
い
か
ね
ま
せ

ん
。

カ
ッ
ト
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き
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知
ら
せ
ほ
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 ※上記の申し込み、問い合わせは、子育て定住推進課（きこりん）　☎８５－２６１１

《パパ☆ヨガ》
男性のみなさんもヨガでリフレッシュしませんか？

〔日時〕１月３１日（土）

　　　 午前１０時００分～１１時３０分

〔会場〕文化会館１階　多目的ホール　

〔講師〕髙橋　志保　先生（ヨガインストラクター）

〔対象〕町内在住・在勤の男性

〔持ち物〕飲み物・タオル・ヨガマット（お持ちの方）

〔申し込み〕１月２６日 (月 )まで

＊託児およびヨガマットをご希望の場合は、申し込

み　時にお伝えください。

〔参加費〕無料

《心理・発達相談》
〔日時〕

１２月９日（火）、１８日（木）、１９日（金）

１月１３日（火）、１５日（木）、２３日（金）

午前１０時３０分～午後３時３０分　（予約制）

　１８歳未満のお子さんに関することなら、ど

んなことでも臨床心理士の資格を持つカウンセ

ラーがお話を聞きます。お子さんご自身からの

相談もできます。電話相談も行っています。

　誰に話したらいいのか、どこに相談したらい

いのか、心配ごとや悩みを抱えている方、まず

は一度お電話をください。

＊常時、相談員による相談も行っています。

移住・定住応援補助金申請について

　◎移住・定住応援補助金をご活用ください

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住宅などを購入またはリフォームさ

れた方を対象に、補助金を交付（事業費の１／２・最大２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借

入利率の１／２・年額最大３０万円・３６か月）を行っています。さらに、町内事業者の利用および地場

木材の活用で各１０万円分の奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せすることで最大２２０万円分を交付し

ます。また町内金融機関（西東京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利用の場合、最大

３３万円の利子を補給します。

【年齢要件】

①４５歳以下の夫婦　②子ども（高校生以下（１８歳以下））がいる世帯　③３５歳以下の者

【注意事項】

・予算の関係上、来年度での申請をお願いする場合があります。

・年齢要件以外にも、対象要件などがあります。

詳しくは事前にご連絡いただきご確認ください。

※問い合わせは、子育て定住推進課　☎８３－２３１０

《児童手当の支払いについて》

【１２月期支払い】

　１２月は、児童手当の１０月分・１１月分

の支払い月です。

　１２月１５日（月）に指定の口座へ振り込

みますので、ご確認ください。

《ひとり親家庭等医療費助成制度》

～医療証（マル親）の更新について～

　現在お持ちの「ひとり親家庭等医療費助成制度

医療証（マル親）」（桃色）の有効期限は、１２月

３１日までです。

　なお、令和８年１月１日からの新しい医療証（藤

色）は、１２月下旬に対象の方に郵送します。
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　誰に話したらいいのか、どこに相談したらい

いのか、心配ごとや悩みを抱えている方、まず

は一度お電話をください。

＊常時、相談員による相談も行っています。
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入利率の１／２・年額最大３０万円・３６か月）を行っています。さらに、町内事業者の利用および地場

木材の活用で各１０万円分の奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せすることで最大２２０万円分を交付し

ます。また町内金融機関（西東京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利用の場合、最大

３３万円の利子を補給します。
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・予算の関係上、来年度での申請をお願いする場合があります。

・年齢要件以外にも、対象要件などがあります。

詳しくは事前にご連絡いただきご確認ください。
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《児童手当の支払いについて》

【１２月期支払い】

　１２月は、児童手当の１０月分・１１月分

の支払い月です。

　１２月１５日（月）に指定の口座へ振り込

みますので、ご確認ください。

《ひとり親家庭等医療費助成制度》

～医療証（マル親）の更新について～
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納
税
の
お
願
い

特
　
集
　
　
　
税
金
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　「
納
め
忘
れ
た
」「
納
め
ら
れ

な
い
」「
納
め
た
く
な
い
」
…
。

税
金
の
滞
納
は
、
納
期
限
内
に

納
税
さ
れ
た
み
な
さ
ん
と
の
不

公
平
が
生
ま
れ
る
ほ
か
、
督
促

の
た
め
の
費
用
が
掛
か
る
な

ど
、
税
金
の
有
効
活
用
に
も
支

障
を
来
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、滞
納
を
続
け
れ
ば
、

貴
重
な
財
産
が
差
し
押
え
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

◎
公
平
な
納
税
を
進
め
ま
す

　
納
税
は
、
日
本
国
憲
法
に
定

め
ら
れ
た
国
民
の
三
大
義
務

（
教
育
、
勤
労
、
納
税
）
の
一

つ
で
す
。
町
税
を
納
期
限
ま
で

に
納
め
ず
、
滞
納
し
た
ま
ま
に

し
て
お
く
こ
と
は
、
納
期
限
内

に
納
税
し
て
い
る
大
部
分
の
納

税
義
務
者
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、町
の
財
政
を
圧
迫
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
公
平
な
納
税
を
進

◎
早
め
の
納
税
相
談
を

　
病
気
や
失
業
、
事
業
不
振
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納

期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
、
ま
た
、

一
度
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
お
早
め
に
住
民
課
総

合
収
納
係
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
生
活
状
況
な
ど
を
お
聞
き

し
た
う
え
で
、
納
付
方
法
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
町
税
以
外
の

　
　
　
　
　納
付
も
忘
れ
ず
に

　
町
税
以
外
に
も
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
町
営
住

宅
使
用
料
な
ど
、
町
に
納
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
負
担
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
を
安
定
し
て
運
営
す

る
た
め
の
原
資
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
も
の
に
も

町
税
同
様
に
未
納
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
役
場
の
各
課
で
納

付
相
談
を
受
付
け
て
い
る
ほ

か
、
一
括
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
分
割
納
付
が
可
能
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。
期
限
内
の
納
付

や
早
め
の
納
付
相
談
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
税
は
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
最
も

基
本
的
な
公
共
料
金
と
も
言
え

ま
す
。

　『
払
え
る
と
き
に
払
え
る
だ

け
』
で
は
な
く
、『
ま
ず
納
税
』

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
に
は
、
休
日
・
夜

間
の
臨
時
納
税
窓
口
開
設
の
お

知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
１
９
０

め
る
た
め
、滞
納
者
に
対
し
て
、

財
産
の
差
し
押
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
強
化
し
ま
す
。

◎
税
金
の
滞
納
に

　
　
　
　
　得
は
あ
り
ま
せ
ん

　
地
方
税
法
で
は
、
税
負
担
の

公
平
性
を
期
す
た
め
に
、
督
促

状
を
発
し
て
か
ら
10
日
を
経
過

し
て
も
納
税
さ
れ
な
い
時
に

は
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
差
し
押
え
は
、
民
事
上

の
強
制
執
行
と
は
異
な
り
、
裁

判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く

町
（
徴
税
吏
員
）
が
自
ら
執
行

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
法
律
で
は
事
前
の
差

押
予
告
通
知
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
住
居

な
ど
へ
の
捜
索
の
権
限
も
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
め
ら
れ

な
い
税
金
は
、
延
滞
金
の
加
算

対
象
と
な
り
ま
す
。
発
生
し
た

延
滞
金
は
、
免
除
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
な
納

付
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
は
、
経
済
的
な
不
利

益
を
受
け
た
り
、
社
会
的
な
信

用
を
失
っ
た
り
す
る
結
果
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

◎
差
し
押
え
を
受
け
る
と

　
税
は
自
主
納
付
が
基
本
で

す
。
し
か
し
納
税
の
催
告
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
納
税
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
や
納
税
に
つ

い
て
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
法
律
に
基
づ
き
財
産
（
預

貯
金
、
給
与
、
不
動
産
、
自
動

車
、
生
命
保
険
、
売
掛
金
な
ど
）

を
差
し
押
え
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
差
し
押
え
を
受
け
る
と
、
差

し
押
え
先
（
勤
務
先
、
金
融
機

関
、
取
引
先
な
ど
）
か
ら
社
会

的
な
信
用
を
失
い
か
ね
ま
せ

ん
。
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納
税
の
お
願
い

特
　
集
　
　
　
税
金
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　「
納
め
忘
れ
た
」「
納
め
ら
れ

な
い
」「
納
め
た
く
な
い
」
…
。

税
金
の
滞
納
は
、
納
期
限
内
に

納
税
さ
れ
た
み
な
さ
ん
と
の
不

公
平
が
生
ま
れ
る
ほ
か
、
督
促

の
た
め
の
費
用
が
掛
か
る
な

ど
、
税
金
の
有
効
活
用
に
も
支

障
を
来
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、滞
納
を
続
け
れ
ば
、

貴
重
な
財
産
が
差
し
押
え
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

◎
公
平
な
納
税
を
進
め
ま
す

　
納
税
は
、
日
本
国
憲
法
に
定

め
ら
れ
た
国
民
の
三
大
義
務

（
教
育
、
勤
労
、
納
税
）
の
一

つ
で
す
。
町
税
を
納
期
限
ま
で

に
納
め
ず
、
滞
納
し
た
ま
ま
に

し
て
お
く
こ
と
は
、
納
期
限
内

に
納
税
し
て
い
る
大
部
分
の
納

税
義
務
者
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、町
の
財
政
を
圧
迫
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
公
平
な
納
税
を
進

◎
早
め
の
納
税
相
談
を

　
病
気
や
失
業
、
事
業
不
振
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納

期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
、
ま
た
、

一
度
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
お
早
め
に
住
民
課
総

合
収
納
係
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
生
活
状
況
な
ど
を
お
聞
き

し
た
う
え
で
、
納
付
方
法
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
町
税
以
外
の

　
　
　
　
　納
付
も
忘
れ
ず
に

　
町
税
以
外
に
も
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
町
営
住

宅
使
用
料
な
ど
、
町
に
納
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
負
担
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
を
安
定
し
て
運
営
す

る
た
め
の
原
資
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
も
の
に
も

町
税
同
様
に
未
納
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
役
場
の
各
課
で
納

付
相
談
を
受
付
け
て
い
る
ほ

か
、
一
括
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
分
割
納
付
が
可
能
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。
期
限
内
の
納
付

や
早
め
の
納
付
相
談
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
税
は
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
最
も

基
本
的
な
公
共
料
金
と
も
言
え

ま
す
。

　『
払
え
る
と
き
に
払
え
る
だ

け
』
で
は
な
く
、『
ま
ず
納
税
』

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
に
は
、
休
日
・
夜

間
の
臨
時
納
税
窓
口
開
設
の
お

知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
１
９
０

め
る
た
め
、滞
納
者
に
対
し
て
、

財
産
の
差
し
押
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
強
化
し
ま
す
。

◎
税
金
の
滞
納
に

　
　
　
　
　得
は
あ
り
ま
せ
ん

　
地
方
税
法
で
は
、
税
負
担
の

公
平
性
を
期
す
た
め
に
、
督
促

状
を
発
し
て
か
ら
10
日
を
経
過

し
て
も
納
税
さ
れ
な
い
時
に

は
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
差
し
押
え
は
、
民
事
上

の
強
制
執
行
と
は
異
な
り
、
裁

判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く

町
（
徴
税
吏
員
）
が
自
ら
執
行

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
法
律
で
は
事
前
の
差

押
予
告
通
知
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
住
居

な
ど
へ
の
捜
索
の
権
限
も
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
め
ら
れ

な
い
税
金
は
、
延
滞
金
の
加
算

対
象
と
な
り
ま
す
。
発
生
し
た

延
滞
金
は
、
免
除
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
な
納

付
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
は
、
経
済
的
な
不
利

益
を
受
け
た
り
、
社
会
的
な
信

用
を
失
っ
た
り
す
る
結
果
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

◎
差
し
押
え
を
受
け
る
と

　
税
は
自
主
納
付
が
基
本
で

す
。
し
か
し
納
税
の
催
告
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
納
税
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
や
納
税
に
つ

い
て
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
法
律
に
基
づ
き
財
産
（
預

貯
金
、
給
与
、
不
動
産
、
自
動

車
、
生
命
保
険
、
売
掛
金
な
ど
）

を
差
し
押
え
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
差
し
押
え
を
受
け
る
と
、
差

し
押
え
先
（
勤
務
先
、
金
融
機

関
、
取
引
先
な
ど
）
か
ら
社
会

的
な
信
用
を
失
い
か
ね
ま
せ

ん
。
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。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
お
知
ら
せ
ほ
か

　　マイナンバーカードに関する手続は予約制です
　マイナンバーカードに関する手続（申請、受取、電子証明書更新など）は住民課で

予約制にて行っています。

〔受付時間〕

　平日の午前９時から１１時まで、午後１時３０分から４時まで

　＊土曜日、日曜日、祝日は窓口を開設していません。

　　（夜間または休日窓口開設時を除く）

　＊予約をされずに来庁された場合、お手続きができなかったり、

　　お待ちいただく場合がありますので、ご注意ください。

　＊仕事や学校等で平日日中の来庁が難しい場合は、ご相談ください。

※予約・問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２

　　マイナンバーカードの有効期限更新に関する大切なお知らせ

　マイナンバーカードにはカード本体と搭載されている電子証明書の２つの有効期限があります。有効期限

はマイナンバーカードを取得してから、カード本体は１０年目、電子証明書は５年目です。有効期限の２、

３か月前に国からマイナンバーカード・電子証明書有効期限通知書（青色の封筒）がご自宅へ届きます。

お早めに更新のお手続きをお願いいたします。

＊有効期限の３か月前から手続き可能です。

○マイナンバーカードを取得して５年目の方

ＩＣチップ内の電子証明書の更新

有効期限が切れてしまうとマイナンバーカードを利用した様々なサービス（確定申告（e-TAX）やマイナポー

タル、マイナ保険証など）を利用できなくなります。ただし、マイナ保険証については有効期限が切れた日

から３か月は利用できます。

○マイナンバーカードを取得して１０年目の方

電子証明書や写真も含めたカード本体の更新

交付まで約１か月かかります。オンライン申請、街中の写真機での申請、郵送、住民課窓口で申請するこ

とができます。

＊未成年の方（１８歳未満）は５年でカード本体の更新が必要です。

※問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２
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国民健康保険被保険者のみなさんへ医療費等通知書をお送りします

　国民健康保険被保険者のみなさんに、ご自身の健康と医療に対する認識を深めていただくとともに、診

療日数などの受診内容に誤りがないかをご確認していただくために、「医療費等通知書」を１２月中にお送

りします。

　この医療費等通知書は、主に令和６年１１月から令和７年６月の間に医療機関で受診されたものになり

ます。確定申告（医療費控除）の際に添付することで、令和７年１月から６月までの診療などについては、「医

療費控除の明細書」への記載を省略することができます。

　ただし、令和７年７月から１２月までの診療などについてはお持ちの領収書に基づいて別途「医療費控除

の明細書」を作成して申告書に添付していただく必要があります。

※問い合わせは、住民課　☎８３－２１９０

休日・夜間臨時納税窓口の開設について

　町では、休日・夜間臨時納税窓口を下記の日程で開設します。

　普段お仕事などの都合で納税ができない方、納税などに関するご相談がありましたら、この機会を是非

ご利用ください。

①休日臨時納税窓口

　〔日時〕１２月１３日（土）、２１日（日）の２日間　午前９時～午後５時まで

②夜間臨時納税窓口

　〔日時〕１２月１８日（木）、２３日（火）の２日間　午後５時１５分～午後８時まで

※問い合わせは、住民課　☎８３－２１９０

年金のお知らせ
◇日本年金機構を装った不審なメールなどにご注意ください

　日本年金機構を装った不審なメールや偽サイトなどが確認されています。これらを発端に個人情報や金

銭を詐取される場合がありますのでご注意ください。

・メールで口座番号をお尋ねすることはありません。

・不審なメールはメールに記載のリンク先をクリックしないようにしてください。

◇「公的年金等の源泉徴収票」について

　日本年金機構では、老齢・退職を支給事由とする年金を受給している方全員に、「公的年金等の源泉徴

収票」を毎年１月中旬に順次送付しています。この書類は、税務署へ確定申告する際に必要となります。

　なお、障害年金と遺族年金は非課税のため、源泉徴収票はありません。

※「公的年金などの源泉徴収票」に関する問い合わせは、「ねんきんダイヤル」　☎０５７０－０５－１１６５

治助イモ生産者募集！

　町では、古くから脈 と々栽培されてきた治助イモの普及振興を図り、ブランド化を推進していくため、治

助イモの商標登録を行い多くの生産者にご協力いただき、種芋の増産を図っています。

　１０ｋｇを限度に種イモを貸し出し、収穫の際は貸し出した量の２倍の種を返却していただきます。余剰

分に関しては、消費していただくか、１ｋｇ４００円で買い取りをします。また、返却分の半分につきまして

も買取の対象となります。更なる治助イモの生産拡大により地域振興およびブランド化の推進を図るため、

治助イモの生産にご協力をお願いします。

※問い合わせは、観光産業課　☎８３－２２９５
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　　マイナンバーカードに関する手続は予約制です
　マイナンバーカードに関する手続（申請、受取、電子証明書更新など）は住民課で

予約制にて行っています。

〔受付時間〕

　平日の午前９時から１１時まで、午後１時３０分から４時まで

　＊土曜日、日曜日、祝日は窓口を開設していません。

　　（夜間または休日窓口開設時を除く）

　＊予約をされずに来庁された場合、お手続きができなかったり、

　　お待ちいただく場合がありますので、ご注意ください。

　＊仕事や学校等で平日日中の来庁が難しい場合は、ご相談ください。

※予約・問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２

　　マイナンバーカードの有効期限更新に関する大切なお知らせ

　マイナンバーカードにはカード本体と搭載されている電子証明書の２つの有効期限があります。有効期限

はマイナンバーカードを取得してから、カード本体は１０年目、電子証明書は５年目です。有効期限の２、

３か月前に国からマイナンバーカード・電子証明書有効期限通知書（青色の封筒）がご自宅へ届きます。

お早めに更新のお手続きをお願いいたします。

＊有効期限の３か月前から手続き可能です。

○マイナンバーカードを取得して５年目の方

ＩＣチップ内の電子証明書の更新

有効期限が切れてしまうとマイナンバーカードを利用した様々なサービス（確定申告（e-TAX）やマイナポー

タル、マイナ保険証など）を利用できなくなります。ただし、マイナ保険証については有効期限が切れた日

から３か月は利用できます。

○マイナンバーカードを取得して１０年目の方

電子証明書や写真も含めたカード本体の更新

交付まで約１か月かかります。オンライン申請、街中の写真機での申請、郵送、住民課窓口で申請するこ

とができます。

＊未成年の方（１８歳未満）は５年でカード本体の更新が必要です。

※問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２
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○マイナンバーカードを取得して５年目の方

ＩＣチップ内の電子証明書の更新

有効期限が切れてしまうとマイナンバーカードを利用した様々なサービス（確定申告（e-TAX）やマイナポー
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とができます。
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※問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２

　

　
奥
多
摩
絵
本
の
会

●
第
11
回

〔
日
時
〕
12
月
10
日
（
水
）

　
午
後
１
時
45
分
か
ら
２
時
15
分

〔
会
場
〕
氷
川
小
学
校
　
図
書
室

〔
内
容
〕
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
詩
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
、
物
語
、
ビ
ッ
グ
絵
本
な
ど
）

〔
費
用
〕
無
料

〔
対
象
〕
児
童
・
保
護
者
向
け

●
第
12
回

〔
日
時
〕
12
月
８
日
（
月
）

　
午
後
３
時
か
ら
３
時
30
分

〔
会
場
〕
文
化
会
館

　
美
術
工
芸
室

〔
内
容
〕
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
詩
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
、
物
語
、
ビ
ッ
グ
絵
本
な
ど
）

〔
費
用
〕
無
料

〔
対
象
〕
児
童
・
保
護
者
向
け

※
問
い
合
わ
せ
は
、
大
島
真
理
子

　☎
０
９
０-

１
７
３
６-

３
９
８
６

E
-mail

:ma
riko5

46@
iclou

d.com

み
ん
な
の
情
報
局

カ
ッ
ト
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町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設イベントは町外からも来場可能

１５・月 ヘルシー体操（14:00 ～福祉会館）

１６・火

■ウエルカムランチ（11:30 ～古里保育園：見学・給食試食）→１６㌻　前日〆先着順

　元気アップおくたま事業

（13:30 ～丹三郎生活館：理学療法士によるミニ体力測定）→１６㌻

１７・水
■ウエルカムランチ（11:30 ～氷川保育園：見学・給食試食）→１６㌻　前日〆先着順

元気アップおくたま事業（10:00 ～白丸生活館：保健師による健康講話）→１６㌻

１８・木
■心理・発達相談（10:30 ～きこりん・徳井臨床心理士）→８㌻前日〆

夜間臨時納税窓口（～ 20:00 住民課）→１０㌻

１９・金 ■心理・発達相談（10:30 ～きこりん・鎌田臨床心理士）→８㌻前日〆

２０・土

２１・日

２２・月

２３・火 　夜間臨時納税窓口（～ 20:00 住民課）→１０㌻

２４・水
　３歳児健診（13:10 ～保健福祉センター）→１５㌻

◆有害鳥獣捕獲…年内業務終了《年始 1/7 ～》

２５・木 ■高次脳機能障害相談（9:00 ～保健福祉センター）→１５㌻前日〆

２６・金

◆役場本庁舎・古里出張所・保健福祉センター ( 地域包括支援センター )・文化会館
・教育相談室・奥多摩病院（外来）・障害者地域活動支援センター ( かもんみーる )
…年内業務終了《年始 1/5 ～》

◆町立美術館《年始 1/6 ～》

◆海沢ふれあい農園…年内業務終了《年始 1/7 ～》
◆西秋川衛生組合 ( 持込ごみ午後４時まで )…年内業務終了《年始 1/8 ～》

２７・土 ◆水と緑のふれあい館…年内業務終了《年始 1/5 ～》

２８・日 ◆町立図書館・山のふるさと村・都民の森・きこりん…年内業務終了《年始 1/4 ～》

２９・月 ◆クリーンセンター ( 持込ごみ午後 3 時まで )…年内業務終了《年始 1/5 ～》

３０・火 　消防団歳末警戒（各分団 12/20 ～ 31 の間で警戒活動を実施）

３１・水 ◆ひので斎場 ( 火葬・式場（告別式のみ）)…年内業務終了
　《年始 : 火葬・式場 1/5 ～（通夜式 1/4 ～）》

12 月 15 日～ 31 日 カレンダー

≪今月の納期　１／５（月）≫　

　　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　各第６期分

　西多摩８市町村の小学生が、「人権の大切さ・素晴らしさ」をテーマに、日常生活の中での気付き・体験を発

表するほか、令和７年度全国中学生人権作文コンテストに応募された西多摩８市町村の生徒の作文を発表します。

〔日時〕１２月１３日（土）午後１時３０分～４時３０分　（午後１時開場）

〔会場〕五日市地域交流センター　まほろばホール（あきる野市五日市４１１）

〔内容〕・西多摩８市町村の小学生による人権メッセージ発表

・西多摩８市町村の中学生による人権作文コンテスト応募作品発表

〔その他〕手話通訳あり　　〔主催〕多摩西人権啓発活動地域ネットワーク協議会

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

第 22回「こどもからの人権メッセージ発表会」inあきる野
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森
林
セ
ラ
ピ
ー

健
康
づ
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事
業
ほ
か

　〔申込期間・時間〕 

　　１２月５日 (金 )午前８時３０分～１２月１２日（金）午後５時１５分　

　〔申し込み方法〕

　　電話または申込フォームからお申し込みください。

　　＊職員不在時は対応ができない場合があるため、申込フォームの利用をお勧めします。

　〔その他〕

　  ＊健脚コースはケーブル滝本駅から御嶽神社まで歩きます。ゆっくりコースはケーブルカー　

　　　を利用し、御嶽神社周辺を散策します。歩きやすい靴でお越しください。

　　＊実施日の１４日前に申し込みが７名未満の際は、ツアーが中止となる場合があります。

　　※申し込み、問い合わせは、一般財団法人おくたま地域振興財団　☎８３－８８５５

森林セラピー健康づくり事業 ～町民対象～

ツ  ア  ー  名 日　　　　程 参加費 定　員 申込フォーム

　 御岳山ウォーク＆武蔵御嶽神社参拝

　（健脚コース／ゆっくりコース）有り

１月７日（水）

9:20 ～ 15:40
５００円

２１名

（先着順）

第
77
回
人
権
週
間

　12
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　～
10
日
（
水
）

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基

本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重

し
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界
の

す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の

国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の

基
準
と
し
て
、
国
際
連
合
に
お

い
て
採
択
さ
れ
、そ
の
日
を「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
ま
た
「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
困
り

ご
と
や
、
い
じ
め
、
体
罰
な
ど

人
権
に
関
す
る
こ
と
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
定
例
相
談
日
は
、
毎
月
第
２

木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
福
祉
会
館
で
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　原
島

　貞
夫

　（
丹
三
郎
）

　

　小
峰

　京
子

　（
南
氷
川
）

観
光
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
着
任

　
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
第
６
期
長
期
総

合
計
画
」
に
お
け
る
未
来
を
つ

く
る
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
活

性
化
」
に
掲
げ
る
将
来
像
「
生

ま
れ
る
・
育
む
・
挑
む
ま
ち
づ

く
り
」
の
施
策
の
方
向
性
「
観

光
資
源
の
開
発
」
に
お
け
る
取

組
み
と
し
て
、
「
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
発
掘
」
、
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
想
定
し
た
観
光
資
源

の
開
発
と
環
境
の
整
備
」
な
ど

を
進
め
て
い
く
な
か
、
（
株
）

さ
と
ゆ
め
・
沿
線
ま
る
ご
と

（
株
）・（
株
）
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
と
の
四
者
協
定
（
令
和
７

年
６
月
20
日
締
結
）
に
基
づ
き
、

国
の
「
地
域
活
性
化
起
業
人
制

度
」
を
活
用
し
、
観
光
産
業
課

内
に
（
株
）
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
社
員
の
小
林
雅
樹
氏
が
観

光
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　
官
民
連
携
の
も
と
民
間
事
業

者
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知

見
に
よ
り
、
町
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
推
進
を
は
じ
め
、
第
６

期
長
期
総
合
計
画
で
定
め
る

（
仮
称
）
観
光
産
業
振
興
計
画

の
策
定
な
ど
、
観
光
振
興
を
含

む
観
光
業
務
を
中
心
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業
課

　
　
　
　
　
☎
83-

２
２
９
５

▶
写
真
左

（
株
）
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

社
員
の
小
林
雅
樹
氏
と
町
長
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１月７日（水）

9:20 ～ 15:40
５００円

２１名

（先着順）

第
77
回
人
権
週
間

　12
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　～
10
日
（
水
）

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基

本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重

し
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界
の

す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の

国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の

基
準
と
し
て
、
国
際
連
合
に
お

い
て
採
択
さ
れ
、そ
の
日
を「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
ま
た
「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
困
り

ご
と
や
、
い
じ
め
、
体
罰
な
ど

人
権
に
関
す
る
こ
と
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
定
例
相
談
日
は
、
毎
月
第
２

木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
福
祉
会
館
で
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　原
島

　貞
夫

　（
丹
三
郎
）

　

　小
峰

　京
子

　（
南
氷
川
）

観
光
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
着
任

　
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
第
６
期
長
期
総

合
計
画
」
に
お
け
る
未
来
を
つ

く
る
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
活

性
化
」
に
掲
げ
る
将
来
像
「
生

ま
れ
る
・
育
む
・
挑
む
ま
ち
づ

く
り
」
の
施
策
の
方
向
性
「
観

光
資
源
の
開
発
」
に
お
け
る
取

組
み
と
し
て
、
「
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
発
掘
」
、
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
想
定
し
た
観
光
資
源

の
開
発
と
環
境
の
整
備
」
な
ど

を
進
め
て
い
く
な
か
、
（
株
）

さ
と
ゆ
め
・
沿
線
ま
る
ご
と

（
株
）・（
株
）
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
と
の
四
者
協
定
（
令
和
７

年
６
月
20
日
締
結
）
に
基
づ
き
、

国
の
「
地
域
活
性
化
起
業
人
制

度
」
を
活
用
し
、
観
光
産
業
課

内
に
（
株
）
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
社
員
の
小
林
雅
樹
氏
が
観

光
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　
官
民
連
携
の
も
と
民
間
事
業

者
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知

見
に
よ
り
、
町
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
推
進
を
は
じ
め
、
第
６

期
長
期
総
合
計
画
で
定
め
る

（
仮
称
）
観
光
産
業
振
興
計
画

の
策
定
な
ど
、
観
光
振
興
を
含

む
観
光
業
務
を
中
心
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業
課

　
　
　
　
　
☎
83-

２
２
９
５

▶
写
真
左

（
株
）
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

社
員
の
小
林
雅
樹
氏
と
町
長
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町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設イベントは町外からも来場可能

１５・月 ヘルシー体操（14:00 ～福祉会館）

１６・火

■ウエルカムランチ（11:30 ～古里保育園：見学・給食試食）→１６㌻　前日〆先着順

　元気アップおくたま事業

（13:30 ～丹三郎生活館：理学療法士によるミニ体力測定）→１６㌻

１７・水
■ウエルカムランチ（11:30 ～氷川保育園：見学・給食試食）→１６㌻　前日〆先着順

元気アップおくたま事業（10:00 ～白丸生活館：保健師による健康講話）→１６㌻

１８・木
■心理・発達相談（10:30 ～きこりん・徳井臨床心理士）→８㌻前日〆

夜間臨時納税窓口（～ 20:00 住民課）→１０㌻

１９・金 ■心理・発達相談（10:30 ～きこりん・鎌田臨床心理士）→８㌻前日〆

２０・土

２１・日

２２・月

２３・火 　夜間臨時納税窓口（～ 20:00 住民課）→１０㌻

２４・水
　３歳児健診（13:10 ～保健福祉センター）→１５㌻

◆有害鳥獣捕獲…年内業務終了《年始 1/7 ～》

２５・木 ■高次脳機能障害相談（9:00 ～保健福祉センター）→１５㌻前日〆

２６・金

◆役場本庁舎・古里出張所・保健福祉センター ( 地域包括支援センター )・文化会館
・教育相談室・奥多摩病院（外来）・障害者地域活動支援センター ( かもんみーる )
…年内業務終了《年始 1/5 ～》

◆町立美術館《年始 1/6 ～》

◆海沢ふれあい農園…年内業務終了《年始 1/7 ～》
◆西秋川衛生組合 ( 持込ごみ午後４時まで )…年内業務終了《年始 1/8 ～》

２７・土 ◆水と緑のふれあい館…年内業務終了《年始 1/5 ～》

２８・日 ◆町立図書館・山のふるさと村・都民の森・きこりん…年内業務終了《年始 1/4 ～》

２９・月 ◆クリーンセンター ( 持込ごみ午後 3 時まで )…年内業務終了《年始 1/5 ～》

３０・火 　消防団歳末警戒（各分団 12/20 ～ 31 の間で警戒活動を実施）

３１・水 ◆ひので斎場 ( 火葬・式場（告別式のみ）)…年内業務終了
　《年始 : 火葬・式場 1/5 ～（通夜式 1/4 ～）》

12 月 15 日～ 31 日 カレンダー

≪今月の納期　１／５（月）≫　

　　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　各第６期分

　西多摩８市町村の小学生が、「人権の大切さ・素晴らしさ」をテーマに、日常生活の中での気付き・体験を発

表するほか、令和７年度全国中学生人権作文コンテストに応募された西多摩８市町村の生徒の作文を発表します。

〔日時〕１２月１３日（土）午後１時３０分～４時３０分　（午後１時開場）

〔会場〕五日市地域交流センター　まほろばホール（あきる野市五日市４１１）

〔内容〕・西多摩８市町村の小学生による人権メッセージ発表

・西多摩８市町村の中学生による人権作文コンテスト応募作品発表

〔その他〕手話通訳あり　　〔主催〕多摩西人権啓発活動地域ネットワーク協議会

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

第 22回「こどもからの人権メッセージ発表会」inあきる野
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※
こ
こ
ま
で
の
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

各 

種 

相 

談

【
高
次
脳
機
能
障
害

　

　
　
　
　
　の

相
談
】

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。
新
し
い
こ
と

が
覚
え
に
く
い
。
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
。
同
じ
ミ

ス
を
繰
り
返
す
。
家
事
や
仕
事

を
上
手
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち

着
き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面

化
し
ま
す
。
「
も
し
か
し
た
ら

高
次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と

不
安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
が

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

　
　
　に
よ
る
相
談
】

　
健
康
の
こ
と
・
育
児
の
こ
と
・

栄
養
の
こ
と
な
ど
で
お
悩
み
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
問
題

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
家

庭
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
町
施
設
で
相
談
に
対
応
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

い
方
や
操
作
方
法
に
関
す

る
疑
問
や
不
安
の
解
消
の

た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
対
象
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の

ス
マ
ホ
相
談
会
】

疑
問
や
不
安
の
あ
る 

6 0
歳

以
上
の
方
。

【
相
談
例
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン

（
ガ
ラ
ケ
ー
）
の
違
い
、
２

次
元
コ
ー
ド
の
読
込
方
法
、

Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
の
接
続
方
法
、

ビ
デ
オ
通
話
の
カ
メ
ラ
や
マ

イ
ク
の
使
い
方
な
ど

〔
日
時
〕
１
月
８
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

〔
会
場
〕
文
化
会
館
会
議
室

〔
参
加
費
〕
無
料

＊
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

自
身
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
に
な

り
当
日
会
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

〔
実
施
主
体
〕
東
京
都
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
普
及
啓
発
事
業
事
務
局

〔
講
師
〕
東
京
都
の
委
託
に

よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

【
離
乳
食
相
談
会
】

　
離
乳
初
期
か
ら
完
了
期
ま
で

の
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
12
月
５
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
12
月
12
日(

金)

　

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

〔
会
場
〕

【
人
権
身
の
上
・

　
　
　
　行

政
相
談
】

〔
日
時
〕
12
月
11
日(

木)

　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
会
議
室

【
相
続
・

　成
年
後
見
相
談
】

〔
日
時
〕
１
月
24
日(

土)

　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
会
議
室

弁
護
士
に
よ
る

【
ふ
く
し
法
律
相
談
】

　
遺
産
相
続
、
遺
言
書
作
成
、

成
年
後
見
制
度
、
権
利
侵
害
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
苦
情
な
ど
、

法
律
問
題
で
お
困
り
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
、
そ
の
ご
家

族
を
対
象
と
し
て
、
弁
護
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

〔
日
時
〕
１
月
14
日
（
水
）

　
　
　
①
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
②
午
後
２
時
30
分
～

　
　
　
③
午
後
３
時
30
分
～
　

　
　
　
＊
各
回
50
分
間 

〔
会
場
〕福
祉
会
館
２
階
会
議
室

　
予
約
の
受
付
け
は
、
12
月
24

日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～

（
定
員
３
組
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
末
は
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
、
年
始
は
１
月
５
日

（
月
）か
ら
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
83
‐
３
８
５
５

よ
り
相
談
を
し
や
す
く
す
る
た

め
に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
電
話
・
面
接
・
家

庭
訪
問
に
て
対
応
し
ま
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

母
子
健
診
日
程
表

○
３
歳
児
健
診

〔
日
程
〕
12
月
24
日
（
水
）

〔
受
付
〕
午
後
１
時
10
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
時
20
分

〔
会
場
〕
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

個
別
通
知
が
届
い
た
方

○
１
・
２
・
４
・
５
歳
児
歯
科
健

診
（
令
和
２
・
３
・
５
・
６
年
11

月
生
ま
れ
）

〔
日
程
〕
１
月
14
日
（
水
）

〔
受
付
〕
午
後
１
時
20
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
時
30
分

〔
会
場
〕
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
乳
幼
児
歯
科
相
談

お
約
束
表
も
し
く
は
電
話
で
ご

予
約
さ
れ
た
方

各
種
相
談

母
子
健
診
日
程
表

14No.864 令和 7年 12 月 5 日広 報 お く た ま

日 ・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】 観光施設などイベントは町外からも来場可能

１・木 町長・議長新年あいさつ (9:00 ～防災行政無線放送 )

２・金

３・土

４・日

５・月 　仕事始め　◆各施設の年始業務開始は裏面に記載

６・火 ■高次脳機能障害相談（9:00 ～保健福祉センター）→１５㌻前日〆

７・水 ■森林セラピー事業：御岳山ウォーク＆武蔵御嶽神社参拝→１２㌻・12/12 〆先着順

８・木 　ヘルシー体操 (10:00 ～文化会館 )

９・金 ■ウエルカムランチ（11:30 ～古里保育園：見学・給食試食）→１６㌻　前日〆先着順

１０・土

１１・日 　消防団出初式 (10:00 ～氷川小学校校庭 )

１２・月 　二十歳を祝う会 (10:00 ～文化会館 )

１３・火 ■心理・発達相談（10:30 ～きこりん・鎌田臨床心理士）→８㌻　前日〆

１４・水
　1・2・4・5歳児歯科健診・歯科相談（13:20 ～保健福祉センター）→１５㌻

■弁護士によるふくし法律相談→１５㌻

１５・木
　ヘルシー体操 (10:00 ～福祉会館 )

■心理・発達相談（10:30 ～きこりん・徳井臨床心理士）→８㌻　前日〆

＜１月末までの主なイベント＞

　１９日（月）　ヘルシー体操（14:00 ～文化会館）

　２０日（火）　元気アップおくたま事業（10:00 ～川井生活館：健診結果の面談）→１６㌻

　２１日（水）■ウエルカムランチ

　　　　　　　　（11:30 ～氷川保育園：見学・給食試食）→前日〆先着順

　２２日（木）　元気アップおくたま事業

　　　　　　　　（13:30 ～梅沢コミュニティセンター：保健師による健康講話）→１６㌻

　２３日（金）■心理・発達相談（10:30 ～きこりん・鎌田臨床心理士）→８㌻前日〆

　２３日（金）　元気アップおくたま事業

　　　　　　　　（13:30 ～常磐生活改善センター：健診結果の面談）→１６㌻

　２６日（月）　元気アップおくたま事業（13:30 ～長畑生活館：健診結果の面談）→１６㌻

　２７日（火）　元気アップおくたま事業（10:00 ～境生活館：健診結果の面談）→１６㌻

　２９日（木）　ヘルシー体操（10:00 ～福祉会館）

　３１日（土）■パパヨガ（10:00 ～文化会館）→８㌻申込１/26 〆・託児希望申し込み時

町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。
1 月 1 日～ 15 日 カレンダー
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※
こ
こ
ま
で
の
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

各 

種 

相 

談

【
高
次
脳
機
能
障
害

　

　
　
　
　
　の

相
談
】

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。
新
し
い
こ
と

が
覚
え
に
く
い
。
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
。
同
じ
ミ

ス
を
繰
り
返
す
。
家
事
や
仕
事

を
上
手
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち

着
き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面

化
し
ま
す
。
「
も
し
か
し
た
ら

高
次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と

不
安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
が

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

　
　
　に
よ
る
相
談
】

　
健
康
の
こ
と
・
育
児
の
こ
と
・

栄
養
の
こ
と
な
ど
で
お
悩
み
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
問
題

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
家

庭
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
町
施
設
で
相
談
に
対
応
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

い
方
や
操
作
方
法
に
関
す

る
疑
問
や
不
安
の
解
消
の

た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
対
象
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の

ス
マ
ホ
相
談
会
】

疑
問
や
不
安
の
あ
る 

6 0
歳

以
上
の
方
。

【
相
談
例
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン

（
ガ
ラ
ケ
ー
）
の
違
い
、
２

次
元
コ
ー
ド
の
読
込
方
法
、

Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
の
接
続
方
法
、

ビ
デ
オ
通
話
の
カ
メ
ラ
や
マ

イ
ク
の
使
い
方
な
ど

〔
日
時
〕
１
月
８
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

〔
会
場
〕
文
化
会
館
会
議
室

〔
参
加
費
〕
無
料

＊
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

自
身
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
に
な

り
当
日
会
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

〔
実
施
主
体
〕
東
京
都
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
普
及
啓
発
事
業
事
務
局

〔
講
師
〕
東
京
都
の
委
託
に

よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

【
離
乳
食
相
談
会
】

　
離
乳
初
期
か
ら
完
了
期
ま
で

の
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
12
月
５
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
12
月
12
日(

金)

　

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

〔
会
場
〕

【
人
権
身
の
上
・

　
　
　
　行

政
相
談
】

〔
日
時
〕
12
月
11
日(

木)

　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
会
議
室

【
相
続
・

　成
年
後
見
相
談
】

〔
日
時
〕
１
月
24
日(

土)

　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
会
議
室

弁
護
士
に
よ
る

【
ふ
く
し
法
律
相
談
】

　
遺
産
相
続
、
遺
言
書
作
成
、

成
年
後
見
制
度
、
権
利
侵
害
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
苦
情
な
ど
、

法
律
問
題
で
お
困
り
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
、
そ
の
ご
家

族
を
対
象
と
し
て
、
弁
護
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

〔
日
時
〕
１
月
14
日
（
水
）

　
　
　
①
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
②
午
後
２
時
30
分
～

　
　
　
③
午
後
３
時
30
分
～
　

　
　
　
＊
各
回
50
分
間 

〔
会
場
〕福
祉
会
館
２
階
会
議
室

　
予
約
の
受
付
け
は
、
12
月
24

日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～

（
定
員
３
組
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
末
は
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
、
年
始
は
１
月
５
日

（
月
）か
ら
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
83
‐
３
８
５
５

よ
り
相
談
を
し
や
す
く
す
る
た

め
に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
電
話
・
面
接
・
家

庭
訪
問
に
て
対
応
し
ま
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

母
子
健
診
日
程
表

○
３
歳
児
健
診

〔
日
程
〕
12
月
24
日
（
水
）

〔
受
付
〕
午
後
１
時
10
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
時
20
分

〔
会
場
〕
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

個
別
通
知
が
届
い
た
方

○
１
・
２
・
４
・
５
歳
児
歯
科
健

診
（
令
和
２
・
３
・
５
・
６
年
11

月
生
ま
れ
）

〔
日
程
〕
１
月
14
日
（
水
）

〔
受
付
〕
午
後
１
時
20
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
時
30
分

〔
会
場
〕
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
乳
幼
児
歯
科
相
談

お
約
束
表
も
し
く
は
電
話
で
ご

予
約
さ
れ
た
方

各
種
相
談

母
子
健
診
日
程
表
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種 

相 

談

【
高
次
脳
機
能
障
害

　

　
　
　
　
　の

相
談
】

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。
新
し
い
こ
と

が
覚
え
に
く
い
。
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
。
同
じ
ミ

ス
を
繰
り
返
す
。
家
事
や
仕
事

を
上
手
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち

着
き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面

化
し
ま
す
。
「
も
し
か
し
た
ら

高
次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と

不
安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
が

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

　
　
　に
よ
る
相
談
】

　
健
康
の
こ
と
・
育
児
の
こ
と
・

栄
養
の
こ
と
な
ど
で
お
悩
み
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
問
題

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
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え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
家

庭
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
町
施
設
で
相
談
に
対
応
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
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マ
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フ
ォ
ン
の
使

い
方
や
操
作
方
法
に
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す

る
疑
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や
不
安
の
解
消
の

た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
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参
加
対
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は
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マ
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ト
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ォ
ン
の
使
用
に
つ
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て
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の
た
め
の
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談
会
】

疑
問
や
不
安
の
あ
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6 0
歳

以
上
の
方
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【
相
談
例
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
フ
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チ
ャ
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フ
ォ
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（
ガ
ラ
ケ
ー
）
の
違
い
、
２

次
元
コ
ー
ド
の
読
込
方
法
、
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-

Ｆ
ｉ
の
接
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方
法
、

ビ
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通
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の
カ
メ
ラ
や
マ
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の
使
い
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な
ど
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日
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時
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２
時
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〕
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室
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参
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費
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＊
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れ
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方
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、
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マ
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ト
フ
ォ
ン
を
お
持
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に
な

り
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日
会
場
に
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接
お
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し
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だ
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い
。
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実
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京
都
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〔
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都
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委
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に
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ォ
ン
専

門
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ド
バ
イ
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ー

【
離
乳
食
相
談
会
】

　
離
乳
初
期
か
ら
完
了
期
ま
で

の
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
12
月
５
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
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12
月
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日(

金)

　

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

〔
会
場
〕

【
人
権
身
の
上
・

　
　
　
　行

政
相
談
】

〔
日
時
〕
12
月
11
日(

木)

　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
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時
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時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
会
議
室

弁
護
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【
ふ
く
し
法
律
相
談
】

　
遺
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成
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度
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へ
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情
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で
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困
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齢
者
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の
方
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そ
の
ご
家

族
を
対
象
と
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、
弁
護
士
が

無
料
で
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談
に
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じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
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い
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日
時
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日
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）
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午
後
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時
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午
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間 
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会
場
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会
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予
約
の
受
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け
は
、
12
月
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日
（
水
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午
前
８
時
30
分
～

（
定
員
３
組
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
末
は
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
、
年
始
は
１
月
５
日

（
月
）か
ら
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

※
申
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み
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は
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会
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会
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り
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に
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日
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・
面
接
・
家
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問
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し
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す
。
相
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を
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る
方
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、
事
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に
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絡
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さ
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。
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こ
こ
ま
で
の
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

各 

種 

相 

談

【
高
次
脳
機
能
障
害

　

　
　
　
　
　の

相
談
】

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。
新
し
い
こ
と

が
覚
え
に
く
い
。
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
。
同
じ
ミ

ス
を
繰
り
返
す
。
家
事
や
仕
事

を
上
手
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち

着
き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面

化
し
ま
す
。
「
も
し
か
し
た
ら

高
次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と

不
安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
が

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

　
　
　に
よ
る
相
談
】

　
健
康
の
こ
と
・
育
児
の
こ
と
・

栄
養
の
こ
と
な
ど
で
お
悩
み
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
問
題

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
家

庭
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
町
施
設
で
相
談
に
対
応
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

い
方
や
操
作
方
法
に
関
す

る
疑
問
や
不
安
の
解
消
の

た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
対
象
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の

ス
マ
ホ
相
談
会
】

疑
問
や
不
安
の
あ
る 

6 0
歳

以
上
の
方
。

【
相
談
例
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン

（
ガ
ラ
ケ
ー
）
の
違
い
、
２

次
元
コ
ー
ド
の
読
込
方
法
、

Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
の
接
続
方
法
、

ビ
デ
オ
通
話
の
カ
メ
ラ
や
マ

イ
ク
の
使
い
方
な
ど

〔
日
時
〕
１
月
８
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

〔
会
場
〕
文
化
会
館
会
議
室

〔
参
加
費
〕
無
料

＊
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

自
身
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
に
な

り
当
日
会
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

〔
実
施
主
体
〕
東
京
都
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
普
及
啓
発
事
業
事
務
局

〔
講
師
〕
東
京
都
の
委
託
に

よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

【
離
乳
食
相
談
会
】

　
離
乳
初
期
か
ら
完
了
期
ま
で

の
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
12
月
５
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
12
月
12
日(

金)

　

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

〔
会
場
〕

【
人
権
身
の
上
・

　
　
　
　行

政
相
談
】

〔
日
時
〕
12
月
11
日(

木)

　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
会
議
室

【
相
続
・

　成
年
後
見
相
談
】

〔
日
時
〕
１
月
24
日(

土)

　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
会
議
室

弁
護
士
に
よ
る

【
ふ
く
し
法
律
相
談
】

　
遺
産
相
続
、
遺
言
書
作
成
、

成
年
後
見
制
度
、
権
利
侵
害
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
苦
情
な
ど
、

法
律
問
題
で
お
困
り
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
、
そ
の
ご
家

族
を
対
象
と
し
て
、
弁
護
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

〔
日
時
〕
１
月
14
日
（
水
）

　
　
　
①
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
②
午
後
２
時
30
分
～

　
　
　
③
午
後
３
時
30
分
～
　

　
　
　
＊
各
回
50
分
間 

〔
会
場
〕福
祉
会
館
２
階
会
議
室

　
予
約
の
受
付
け
は
、
12
月
24

日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～

（
定
員
３
組
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
末
は
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
、
年
始
は
１
月
５
日

（
月
）か
ら
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
83
‐
３
８
５
５

よ
り
相
談
を
し
や
す
く
す
る
た

め
に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
電
話
・
面
接
・
家

庭
訪
問
に
て
対
応
し
ま
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

母
子
健
診
日
程
表

○
３
歳
児
健
診

〔
日
程
〕
12
月
24
日
（
水
）

〔
受
付
〕
午
後
１
時
10
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
時
20
分

〔
会
場
〕
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

個
別
通
知
が
届
い
た
方

○
１
・
２
・
４
・
５
歳
児
歯
科
健

診
（
令
和
２
・
３
・
５
・
６
年
11

月
生
ま
れ
）

〔
日
程
〕
１
月
14
日
（
水
）

〔
受
付
〕
午
後
１
時
20
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
時
30
分

〔
会
場
〕
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
乳
幼
児
歯
科
相
談

お
約
束
表
も
し
く
は
電
話
で
ご

予
約
さ
れ
た
方

各
種
相
談

母
子
健
診
日
程
表
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住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
ほ
か

医療券（気管支ぜん息等）の

更新を忘れずに

～ 大 気 汚 染 医 療 費 助 成 制 度 ～

　都内に１年（３歳未満は６か月）以上在住の１８

歳未満で気管支ぜん息等に罹患 (りかん )している

など、要件を満たす方に対して、認定疾病に係る医

療費（保険適用後の自己負担分）を助成しています。

　有効期間満了後も引き続き助成を受けるために

は、有効期間満了の１か月前を目安に保健福祉セン

ターの窓口で更新手続きを行ってください。

　桃色の医療券をお持ちの方は、有効期間満了まで

に更新手続きを行わない場合、資格喪失となり再度

認定を受けられなくなります。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

　東京都保健医療局環境保健衛生課 

　　　　　　　　　　☎０３－５３２０－４４９１

土地の現況に変更はありませんか？

　固定資産（土地）に対する課税は、賦課

期日（毎年１月１日）現在の現況で課税さ

れます。所有している土地の現況に変更が

ある場合には、住民課までご連絡をお願い

します。

家屋の取り壊しをしたら

届出をお願いします

　所有する家屋の全部または一部を取り壊

した方は、家屋滅失届を住民課まで提出し

てください。なお、登記している家屋につ

いては、東京法務局西多摩支局で滅失の登

記が必要となります。

※問い合わせは、

　　　　　　　住民課　☎８３－２１９０

補聴器購入費助成のお知らせ
　加齢性難聴の高齢者のコミュニケーション機会確保を推進し介護予防につなげるため、補聴器購入費用

の一部を助成します。

【対象者】

　①町内に住所を有する満６５歳以上の方

　②障害者総合支援法による補聴器の支給を受けられていない方

　③過去５年以内に、本事業による助成を受けていない方

　④耳鼻咽喉科を受診し、中等度難聴（聴力が 40デシベル以上、70デシベル未満）と診断された方また

　　は中程度難聴に当てはまらないが、耳鼻咽喉科の医師から装着が必要と認められた方

【助成対象および助成額】

　補聴器本体およびその付属品（上限７万円）

＊助成金交付決定前に購入した補聴器は、助成の対象外となりますので購入前にご相談ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

１２月３日から９日は「障害者週間」です。

　障害者基本法では、国民に広く障害者福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者があらゆる

分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として、この期間が定められています。

　この期間を中心に、国、地方公共団体、関係団体などにおいては、様々な意識啓発に係る取組が展開

されます。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
カ
ッ
ト
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ごぼうとそぼろの混ぜご飯
材料（２人分）

・豚ひき肉　　80ｇ

・油　　　　　適量

・ごぼう　　  80ｇ（1/2本弱）

・ごはん　　 240ｇ

【Ａ】

・酒   　　　7.5ｇ（大さじ 1/2）

・しょうゆ  　27ｇ（大さじ 1と 1/2）

・砂糖　   　　9ｇ（大さじ 1）

・みりん   　　9ｇ（大さじ 1/2）

【作り方】
１．ごぼうはささがきにし、水にさらしておく。
２.フライパンに油をひき、豚ひき肉を中火で
　 炒めて火が通ったら、水気を切ったごぼう
　 を加えて 2分ほど炒める。
３.調味料【A】を加え、汁気が少なくなるまで 
　 弱火～中火で煮詰める。煮詰めたあと、粗
　 熱をとっておく。
４．【３】にご飯を混ぜ合わせて完成。

○１人分の栄養価
　エネルギー　373Kcal　たんぱく質　11.8 ｇ
　脂質　　　　8.2 ｇ　　炭水化物　　58.6 ｇ
　食塩相当量　1.9 ｇ

　★食育コラム～穀類を毎食とって、糖質からのエネルギー摂取を適正に保ちましょう～★

　　ご飯、パン、スパゲティなどの麺類は、炭水化物の主要な供給源です。炭水化物は人体のエネル

　ギー源であり、脳、神経組織、赤血球など、ぶどう糖でしかエネルギー源として利用できない組　

　織に、ぶどう糖を供給する役割があります。

　　ご飯なら茶碗で小盛一杯、食パンなら６枚切り１枚を目安に、毎食穀類をとりましょう。

ウエルカムランチ  
～保育園児の日頃の様子を見学・保育園の給食を体験してみませんか？～

日　　　　　時 会　 場 対　 象 人　 数 参 加 費

１２月１６日（火）

午前１１時２０分集合

午後１時頃終了

古里保育園

原則５０歳以上
２～３名

（先着順）
１人４００円１２月１７日（水） 氷川保育園

１月　９日（金） 古里保育園

「元気アップおくたま事業」

  「元気アップおくたま事業」では、各地区

の健康課題に合わせた講話や体操、調理実習

などのプログラムにより、みなさんの健康意

識を高めるサポートをします。「元気アップ」

のための、情報が得られるよい機会ですので、

みなさんお誘いあわせのうえ、ぜひご参加くだ

さい。

　〔日時・会場・内容〕カレンダー参照

　＊プログラムは各月で異なります。

　＊調理実習は事前申し込み制です。

　　持ち物は、エプロン、三角巾、手拭き用

　　タオル、飲み物

「筋力向上トレーニング講習会」

〔日時〕参加希望者と日程調整

〔会場〕福祉会館２階　機能訓練室

〔参加資格〕町内在住・在勤の４０歳以上の方

〔持ち物〕運動用上履き、タオル、飲み物、

　　　　 動きやすい服装

　この講習会を受講し、受講者を含むグループ登録

をすることで、福祉会館の機能訓練室を利用するこ

とができます。

　参加希望者が数名集まった時に日程調整を行い、

随時開催しています。

　再受講の希望も受付ます。

※このページの内容の申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

福
祉
保
健
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
食
育
ひ
ろ
ば
」
そ
の
211
♪
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材料（２人分）

・豚ひき肉　　80ｇ

・油　　　　　適量

・ごぼう　　  80ｇ（1/2本弱）

・ごはん　　 240ｇ

【Ａ】

・酒   　　　7.5ｇ（大さじ 1/2）

・しょうゆ  　27ｇ（大さじ 1と 1/2）

・砂糖　   　　9ｇ（大さじ 1）

・みりん   　　9ｇ（大さじ 1/2）

【作り方】
１．ごぼうはささがきにし、水にさらしておく。
２.フライパンに油をひき、豚ひき肉を中火で
　 炒めて火が通ったら、水気を切ったごぼう
　 を加えて 2分ほど炒める。
３.調味料【A】を加え、汁気が少なくなるまで 
　 弱火～中火で煮詰める。煮詰めたあと、粗
　 熱をとっておく。
４．【３】にご飯を混ぜ合わせて完成。

○１人分の栄養価
　エネルギー　373Kcal　たんぱく質　11.8 ｇ
　脂質　　　　8.2 ｇ　　炭水化物　　58.6 ｇ
　食塩相当量　1.9 ｇ

　★食育コラム～穀類を毎食とって、糖質からのエネルギー摂取を適正に保ちましょう～★

　　ご飯、パン、スパゲティなどの麺類は、炭水化物の主要な供給源です。炭水化物は人体のエネル

　ギー源であり、脳、神経組織、赤血球など、ぶどう糖でしかエネルギー源として利用できない組　

　織に、ぶどう糖を供給する役割があります。

　　ご飯なら茶碗で小盛一杯、食パンなら６枚切り１枚を目安に、毎食穀類をとりましょう。

ウエルカムランチ  
～保育園児の日頃の様子を見学・保育園の給食を体験してみませんか？～

日　　　　　時 会　 場 対　 象 人　 数 参 加 費

１２月１６日（火）

午前１１時２０分集合

午後１時頃終了

古里保育園

原則５０歳以上
２～３名

（先着順）
１人４００円１２月１７日（水） 氷川保育園

１月　９日（金） 古里保育園

「元気アップおくたま事業」

  「元気アップおくたま事業」では、各地区

の健康課題に合わせた講話や体操、調理実習

などのプログラムにより、みなさんの健康意

識を高めるサポートをします。「元気アップ」

のための、情報が得られるよい機会ですので、

みなさんお誘いあわせのうえ、ぜひご参加くだ

さい。

　〔日時・会場・内容〕カレンダー参照

　＊プログラムは各月で異なります。

　＊調理実習は事前申し込み制です。

　　持ち物は、エプロン、三角巾、手拭き用

　　タオル、飲み物

「筋力向上トレーニング講習会」

〔日時〕参加希望者と日程調整

〔会場〕福祉会館２階　機能訓練室

〔参加資格〕町内在住・在勤の４０歳以上の方

〔持ち物〕運動用上履き、タオル、飲み物、

　　　　 動きやすい服装

　この講習会を受講し、受講者を含むグループ登録

をすることで、福祉会館の機能訓練室を利用するこ

とができます。

　参加希望者が数名集まった時に日程調整を行い、

随時開催しています。

　再受講の希望も受付ます。

※このページの内容の申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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医療券（気管支ぜん息等）の

更 新を忘れずに

～ 大 気 汚染医療費助成制度 ～

　都内に１年（３歳未満は６か月）以上在住の１８

歳未満で気管支ぜん息等に罹患 (りかん )している

など、要件を満たす方に対して、認定疾病に係る医

療費（保険適用後の自己負担分）を助成しています。

　有効期間満了後も引き続き助成を受けるために

は、有効期間満了の１か月前を目安に保健福祉セン

ターの窓口で更新手続きを行ってください。

　桃色の医療券をお持ちの方は、有効期間満了まで

に更新手続きを行わない場合、資格喪失となり再度

認定を受けられなくなります。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

　東京都保健医療局環境保健衛生課 

　　　　　　　　　　☎０３－５３２０－４４９１

土地の現況に変更はありませんか？

　固定資産（土地）に対する課税は、賦課

期日（毎年１月１日）現在の現況で課税さ

れます。所有している土地の現況に変更が

ある場合には、住民課までご連絡をお願い

します。

家屋の取り壊しをしたら

届出をお願いします

　所有する家屋の全部または一部を取り壊

した方は、家屋滅失届を住民課まで提出し

てください。なお、登記している家屋につ

いては、東京法務局西多摩支局で滅失の登

記が必要となります。

※問い合わせは、

　　　　　　　住民課　☎８３－２１９０

補聴器購入費助成のお知らせ
　加齢性難聴の高齢者のコミュニケーション機会確保を推進し介護予防につなげるため、補聴器購入費用

の一部を助成します。

【対象者】

　①町内に住所を有する満６５歳以上の方

　②障害者総合支援法による補聴器の支給を受けられていない方

　③過去５年以内に、本事業による助成を受けていない方

　④耳鼻咽喉科を受診し、中等度難聴（聴力が 40デシベル以上、70デシベル未満）と診断された方また

　　は中程度難聴に当てはまらないが、耳鼻咽喉科の医師から装着が必要と認められた方

【助成対象および助成額】

　補聴器本体およびその付属品（上限７万円）

＊助成金交付決定前に購入した補聴器は、助成の対象外となりますので購入前にご相談ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

１２月３日から９日は「障害者週間」です。

　障害者基本法では、国民に広く障害者福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者があらゆる

分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として、この期間が定められています。

　この期間を中心に、国、地方公共団体、関係団体などにおいては、様々な意識啓発に係る取組が展開

されます。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
カ
ッ
ト
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ほ
か

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　保

険
給
付
に
制
限
が
加
え
ら
れ
ま
す

　
介
護
保
険
は
「
介
護
を
す
る

人
を
み
ん
な
で
支
え
よ
う
」
と

す
る
制
度
で
す
。

　
そ
の
運
営
に
必
要
な
保
険
料

を
滞
納
す
る
と
、
ご
自
分
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時

に
、
そ
の
未
納
期
間
に
応
じ
て

保
険
給
付
の
制
限
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　
必
要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
介
護
保

険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
そ
の

属
す
る
世
帯
の
生
計
維
持
者
が

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
保
険
料
を
減
免
ま
た

は
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住

宅
、
家
財
な
ど
に
著
し
い
損
害

を
受
け
た
と
き

【介護保険料を納めないでいると】

■２年以上滞納
　サービスを利用し
た時の自己負担が１
割（または２割）か
ら３割に引き上げら
れます。また、高額
介護サービス費など
が受けられなくなり
ます。

⇦

■１年６か月以上滞納
　保険給付の一部または
全額が差し止めとなりま
す。なおも滞納が続く場
合は、差し止めている保
険給付費から滞納してい
る保険料が差し引かれま
す。

⇦

■１年以上滞納
　サービスを利用し
た時に費用がいった
ん全額自己負担とな
ります。（ただし、申
請により後で保険給
付分が支払われま
す。）

②
死
亡
ま
た
は
心
身
に
重
大
な

障
害
を
受
け
、
も
し
く
は
長
期

入
院
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
と
き

③
事
業
の
廃
止
や
失
業
な
ど
に

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き

※
問
い
合
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せ
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、
福
祉
保
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保
険
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付
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て
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２
７
７
７

住
民
課
（
保
険
料
の
納
付
相
談

に
つ
い
て
）
☎
83
‐
２
１
９
０

地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用

　
11
月
１
日
付
で
、
奥
多
摩
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
隊
員
と
し

て
藤
野
美
玖
さ
ん
を
採
用
し
ま

し
た
。

　
主
に
小
河
内
振
興
財
団
を
拠

点
と
し
、
町
内
の
課
題
解
決
を

目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
住
民
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
藤
野
さ
ん
は
杉
並
区

か
ら
長
畑
地
区
に
移
住
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

☆
藤
野
隊
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「
11
月
か
ら
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
奥
多
摩
町

の
自
然
や
文
化
、
人
の
温
か
さ

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
連
携
し
、
観
光
を

通
し
て
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

※
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
83-

２
３
６
０

◀
藤
野
隊
員
（
右
）
と
師
岡
町
長

社
会
教
育
委
員
の
委
嘱

　
11
月
２
日
付
で
教
育
委
員

会
か
ら
つ
ぎ
の
６
名
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
社
会
教
育
委
員

　
谷
田
貝

　
美
鈴
（
再
任
）

　
武
本

　
誠
子

　 

（
再
任
）

　
冨
田

　
高
幸 

　
（
再
任
）

　
小
林

　
奈
都
美
（
再
任
）

　
鋤
柄

　
大
気

　 

（
再
任
）

　
原
　
　
善
哉
　 

（
再
任
）

　
な
お
、議
長
に
は
谷
田
貝
氏
、

職
務
代
理
に
は
武
本
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
７
年
11
月
２
日

か
ら
令
和
９
年
11
月
１
日
ま
で

の
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

カ
ッ
ト
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福
祉
保
健
課
か
の

お
知
ら
せ

心身障害者福祉手当などの支払

○２０歳以上６５歳未満で、心身につぎのいずれかの程度の障害を有する手帳の交付を受けた方が対

象です。

　（１）身体障害者手帳で１級から４級の交付を受けている方

　（２）愛の手帳で１度から４度の交付を受けている方

　（３）脳性マヒまたは進行性筋萎縮性を有する方

　・都制度　月額 １万５,５００円 (身体障害者手帳１・２級および愛の手帳１～３度の方など )

　・町制度　月額 １万６００円 (身体障害者手帳３級および愛の手帳４度の方 )

　・町制度　月額 ６,４００円 (身体障害者手帳４級の方 )

　＊ただし、所得制限があります。

○精神障害者保健福祉手帳１級または２級の交付を受けている方

　・町制度　月額　５,０００円

＊令和７年８月から１１月分を１２月１５日（月）に指定口座へ振り込みます。

心身障害者医療費助成制度（マル障）に関するお願い
　心身障害者医療費助成制度（マル障）受給者証をお持ちの方へお知らせです。

　この制度は、対象となった方の外来受診や入院に係る保険適用分の医療費に対して、課税状況に

応じて助成を行う制度です。

　そのため、申請したときとは異なる健康保険証をお使いの場合、正しく助成の手続きが行えません。

　ご自身の状況、仕事や生活環境の変化により、健康保険証が変わられた場合には、速やかに申請

をお願いします。

障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。

～みなさんの申し込みをお待ちしています～～みなさんの申し込みをお待ちしています～

　〔対象者〕　

　　身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方、

　　もしくは同等の障害があると判断される方で、保健福祉センターに来られる方

　　＊参加申し込み後に、お身体の状況などを教えていただいて対応します。この講習会に

　　　ついて事前に説明をさせていただきます。

　　＊付き添いの方や介助の方の参加については、ご相談ください。

【簡単！やさしいお食事づくり講習会】

　〔日　時〕　１２月２７日（土）午前９時３０分～午後３時

　〔会　場〕　保健福祉センター　栄養指導室

　〔持ち物〕　参加費２００円、エプロン、三角巾、手拭き用タオル

【楽々筋力トレーニング】

　〔日　時〕　１２月７日（日）午後１時３０分～午後３時

　〔会　場〕　福祉会館２階　機能訓練室　〔持ち物〕　上履き、タオル、水分補給用の飲み物

※このページの内容の申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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心身障害者福祉手当などの支払

○２０歳以上６５歳未満で、心身につぎのいずれかの程度の障害を有する手帳の交付を受けた方が対

象です。

　（１）身体障害者手帳で１級から４級の交付を受けている方

　（２）愛の手帳で１度から４度の交付を受けている方

　（３）脳性マヒまたは進行性筋萎縮性を有する方

　・都制度　月額 １万５,５００円 (身体障害者手帳１・２級および愛の手帳１～３度の方など )

　・町制度　月額 １万６００円 (身体障害者手帳３級および愛の手帳４度の方 )

　・町制度　月額 ６,４００円 (身体障害者手帳４級の方 )

　＊ただし、所得制限があります。

○精神障害者保健福祉手帳１級または２級の交付を受けている方

　・町制度　月額　５,０００円

＊令和７年８月から１１月分を１２月１５日（月）に指定口座へ振り込みます。

心身障害者医療費助成制度（マル障）に関するお願い
　心身障害者医療費助成制度（マル障）受給者証をお持ちの方へお知らせです。

　この制度は、対象となった方の外来受診や入院に係る保険適用分の医療費に対して、課税状況に

応じて助成を行う制度です。

　そのため、申請したときとは異なる健康保険証をお使いの場合、正しく助成の手続きが行えません。

　ご自身の状況、仕事や生活環境の変化により、健康保険証が変わられた場合には、速やかに申請

をお願いします。

障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。

～みなさんの申し込みをお待ちしています～～みなさんの申し込みをお待ちしています～

　〔対象者〕　

　　身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方、

　　もしくは同等の障害があると判断される方で、保健福祉センターに来られる方

　　＊参加申し込み後に、お身体の状況などを教えていただいて対応します。この講習会に

　　　ついて事前に説明をさせていただきます。

　　＊付き添いの方や介助の方の参加については、ご相談ください。

【簡単！やさしいお食事づくり講習会】

　〔日　時〕　１２月２７日（土）午前９時３０分～午後３時

　〔会　場〕　保健福祉センター　栄養指導室

　〔持ち物〕　参加費２００円、エプロン、三角巾、手拭き用タオル

【楽々筋力トレーニング】

　〔日　時〕　１２月７日（日）午後１時３０分～午後３時

　〔会　場〕　福祉会館２階　機能訓練室　〔持ち物〕　上履き、タオル、水分補給用の飲み物

※このページの内容の申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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福
祉
保
健
課
か
の
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知
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せ

心身障害者福祉手当などの支払

○２０歳以上６５歳未満で、心身につぎのいずれかの程度の障害を有する手帳の交付を受けた方が対

象です。

　（１）身体障害者手帳で１級から４級の交付を受けている方

　（２）愛の手帳で１度から４度の交付を受けている方

　（３）脳性マヒまたは進行性筋萎縮性を有する方

　・都制度　月額 １万５,５００円 (身体障害者手帳１・２級および愛の手帳１～３度の方など )

　・町制度　月額 １万６００円 (身体障害者手帳３級および愛の手帳４度の方 )

　・町制度　月額 ６,４００円 (身体障害者手帳４級の方 )

　＊ただし、所得制限があります。

○精神障害者保健福祉手帳１級または２級の交付を受けている方

　・町制度　月額　５,０００円

＊令和７年８月から１１月分を１２月１５日（月）に指定口座へ振り込みます。

心身障害者医療費助成制度（マル障）に関するお願い
　心身障害者医療費助成制度（マル障）受給者証をお持ちの方へお知らせです。

　この制度は、対象となった方の外来受診や入院に係る保険適用分の医療費に対して、課税状況に

応じて助成を行う制度です。

　そのため、申請したときとは異なる健康保険証をお使いの場合、正しく助成の手続きが行えません。

　ご自身の状況、仕事や生活環境の変化により、健康保険証が変わられた場合には、速やかに申請

をお願いします。

障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。

～みなさんの申し込みをお待ちしています～～みなさんの申し込みをお待ちしています～

　〔対象者〕　

　　身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方、

　　もしくは同等の障害があると判断される方で、保健福祉センターに来られる方

　　＊参加申し込み後に、お身体の状況などを教えていただいて対応します。この講習会に

　　　ついて事前に説明をさせていただきます。

　　＊付き添いの方や介助の方の参加については、ご相談ください。

【簡単！やさしいお食事づくり講習会】

　〔日　時〕　１２月２７日（土）午前９時３０分～午後３時

　〔会　場〕　保健福祉センター　栄養指導室

　〔持ち物〕　参加費２００円、エプロン、三角巾、手拭き用タオル

【楽々筋力トレーニング】

　〔日　時〕　１２月７日（日）午後１時３０分～午後３時

　〔会　場〕　福祉会館２階　機能訓練室　〔持ち物〕　上履き、タオル、水分補給用の飲み物

※このページの内容の申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用

ほ
か

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　保

険
給
付
に
制
限
が
加
え
ら
れ
ま
す

　
介
護
保
険
は
「
介
護
を
す
る

人
を
み
ん
な
で
支
え
よ
う
」
と

す
る
制
度
で
す
。

　
そ
の
運
営
に
必
要
な
保
険
料

を
滞
納
す
る
と
、
ご
自
分
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時

に
、
そ
の
未
納
期
間
に
応
じ
て

保
険
給
付
の
制
限
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　
必
要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
介
護
保

険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
そ
の

属
す
る
世
帯
の
生
計
維
持
者
が

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
保
険
料
を
減
免
ま
た

は
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住

宅
、
家
財
な
ど
に
著
し
い
損
害

を
受
け
た
と
き

【介護保険料を納めないでいると】

■２年以上滞納
　サービスを利用し
た時の自己負担が１
割（または２割）か
ら３割に引き上げら
れます。また、高額
介護サービス費など
が受けられなくなり
ます。

⇦

■１年６か月以上滞納
　保険給付の一部または
全額が差し止めとなりま
す。なおも滞納が続く場
合は、差し止めている保
険給付費から滞納してい
る保険料が差し引かれま
す。

⇦

■１年以上滞納
　サービスを利用し
た時に費用がいった
ん全額自己負担とな
ります。（ただし、申
請により後で保険給
付分が支払われま
す。）

②
死
亡
ま
た
は
心
身
に
重
大
な

障
害
を
受
け
、
も
し
く
は
長
期

入
院
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
と
き

③
事
業
の
廃
止
や
失
業
な
ど
に

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
（
保
険
給
付
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

住
民
課
（
保
険
料
の
納
付
相
談

に
つ
い
て
）
☎
83
‐
２
１
９
０

地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用

　
11
月
１
日
付
で
、
奥
多
摩
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
隊
員
と
し

て
藤
野
美
玖
さ
ん
を
採
用
し
ま

し
た
。

　
主
に
小
河
内
振
興
財
団
を
拠

点
と
し
、
町
内
の
課
題
解
決
を

目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
住
民
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
藤
野
さ
ん
は
杉
並
区

か
ら
長
畑
地
区
に
移
住
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

☆
藤
野
隊
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「
11
月
か
ら
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
奥
多
摩
町

の
自
然
や
文
化
、
人
の
温
か
さ

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
連
携
し
、
観
光
を

通
し
て
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

※
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
83-

２
３
６
０

◀
藤
野
隊
員
（
右
）
と
師
岡
町
長

社
会
教
育
委
員
の
委
嘱

　
11
月
２
日
付
で
教
育
委
員

会
か
ら
つ
ぎ
の
６
名
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
社
会
教
育
委
員

　
谷
田
貝
　
美
鈴
（
再
任
）

　
武
本
　
誠
子
　 

（
再
任
）

　
冨
田
　
高
幸 

　
（
再
任
）

　
小
林
　
奈
都
美
（
再
任
）

　
鋤
柄
　
大
気
　 

（
再
任
）

　
原
　
　
善
哉
　 

（
再
任
）

　
な
お
、議
長
に
は
谷
田
貝
氏
、

職
務
代
理
に
は
武
本
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
７
年
11
月
２
日

か
ら
令
和
９
年
11
月
１
日
ま
で

の
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用

ほ
か

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　保

険
給
付
に
制
限
が
加
え
ら
れ
ま
す

　
介
護
保
険
は
「
介
護
を
す
る

人
を
み
ん
な
で
支
え
よ
う
」
と

す
る
制
度
で
す
。

　
そ
の
運
営
に
必
要
な
保
険
料

を
滞
納
す
る
と
、
ご
自
分
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時

に
、
そ
の
未
納
期
間
に
応
じ
て

保
険
給
付
の
制
限
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　
必
要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
介
護
保

険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
そ
の

属
す
る
世
帯
の
生
計
維
持
者
が

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
保
険
料
を
減
免
ま
た

は
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住

宅
、
家
財
な
ど
に
著
し
い
損
害

を
受
け
た
と
き

【介護保険料を納めないでいると】

■２年以上滞納
　サービスを利用し
た時の自己負担が１
割（または２割）か
ら３割に引き上げら
れます。また、高額
介護サービス費など
が受けられなくなり
ます。

⇦

■１年６か月以上滞納
　保険給付の一部または
全額が差し止めとなりま
す。なおも滞納が続く場
合は、差し止めている保
険給付費から滞納してい
る保険料が差し引かれま
す。

⇦

■１年以上滞納
　サービスを利用し
た時に費用がいった
ん全額自己負担とな
ります。（ただし、申
請により後で保険給
付分が支払われま
す。）

②
死
亡
ま
た
は
心
身
に
重
大
な

障
害
を
受
け
、
も
し
く
は
長
期

入
院
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
と
き

③
事
業
の
廃
止
や
失
業
な
ど
に

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
（
保
険
給
付
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

住
民
課
（
保
険
料
の
納
付
相
談

に
つ
い
て
）
☎
83
‐
２
１
９
０

地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用

　
11
月
１
日
付
で
、
奥
多
摩
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
隊
員
と
し

て
藤
野
美
玖
さ
ん
を
採
用
し
ま

し
た
。

　
主
に
小
河
内
振
興
財
団
を
拠

点
と
し
、
町
内
の
課
題
解
決
を

目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
住
民
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
藤
野
さ
ん
は
杉
並
区

か
ら
長
畑
地
区
に
移
住
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

☆
藤
野
隊
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「
11
月
か
ら
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
奥
多
摩
町

の
自
然
や
文
化
、
人
の
温
か
さ

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
連
携
し
、
観
光
を

通
し
て
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

※
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
83-

２
３
６
０

◀
藤
野
隊
員
（
右
）
と
師
岡
町
長

社
会
教
育
委
員
の
委
嘱

　
11
月
２
日
付
で
教
育
委
員

会
か
ら
つ
ぎ
の
６
名
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
社
会
教
育
委
員

　
谷
田
貝
　
美
鈴
（
再
任
）

　
武
本
　
誠
子
　 

（
再
任
）

　
冨
田
　
高
幸 

　
（
再
任
）

　
小
林
　
奈
都
美
（
再
任
）

　
鋤
柄
　
大
気
　 

（
再
任
）

　
原
　
　
善
哉
　 

（
再
任
）

　
な
お
、議
長
に
は
谷
田
貝
氏
、

職
務
代
理
に
は
武
本
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
７
年
11
月
２
日

か
ら
令
和
９
年
11
月
１
日
ま
で

の
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用

ほ
か

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　保

険
給
付
に
制
限
が
加
え
ら
れ
ま
す

　
介
護
保
険
は
「
介
護
を
す
る

人
を
み
ん
な
で
支
え
よ
う
」
と

す
る
制
度
で
す
。

　
そ
の
運
営
に
必
要
な
保
険
料

を
滞
納
す
る
と
、
ご
自
分
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時

に
、
そ
の
未
納
期
間
に
応
じ
て

保
険
給
付
の
制
限
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
下
表
参
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）

　
必
要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
介
護
保

険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
そ
の

属
す
る
世
帯
の
生
計
維
持
者
が

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
保
険
料
を
減
免
ま
た

は
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住

宅
、
家
財
な
ど
に
著
し
い
損
害

を
受
け
た
と
き

【介護保険料を納めないでいると】

■２年以上滞納
　サービスを利用し
た時の自己負担が１
割（または２割）か
ら３割に引き上げら
れます。また、高額
介護サービス費など
が受けられなくなり
ます。

⇦

■１年６か月以上滞納
　保険給付の一部または
全額が差し止めとなりま
す。なおも滞納が続く場
合は、差し止めている保
険給付費から滞納してい
る保険料が差し引かれま
す。

⇦

■１年以上滞納
　サービスを利用し
た時に費用がいった
ん全額自己負担とな
ります。（ただし、申
請により後で保険給
付分が支払われま
す。）

②
死
亡
ま
た
は
心
身
に
重
大
な

障
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を
受
け
、
も
し
く
は
長
期

入
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に
よ
り
収
入
が
著
し
く
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少
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た
と
き

③
事
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の
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や
失
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ど
に

よ
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収
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少
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た
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き
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７
７
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９
０
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摩
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協
力
隊
隊
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と
し

て
藤
野
美
玖
さ
ん
を
採
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し
ま

し
た
。

　
主
に
小
河
内
振
興
財
団
を
拠

点
と
し
、
町
内
の
課
題
解
決
を

目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
住
民
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
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く
お
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。

　
な
お
、
藤
野
さ
ん
は
杉
並
区

か
ら
長
畑
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に
移
住
し
ま
し

た
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み
な
さ
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、
お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。
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摩
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、
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の
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を
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な
が
ら
、
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と
連
携
し
、
観
光
を

通
し
て
持
続
的
な
ま
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づ
く
り

に
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献
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

※
問
い
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せ
は
、
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
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２
３
６
０

◀
藤
野
隊
員
（
右
）
と
師
岡
町
長

社
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11
月
２
日
付
で
教
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委
員

会
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つ
ぎ
の
６
名
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
社
会
教
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委
員

　
谷
田
貝
　
美
鈴
（
再
任
）

　
武
本
　
誠
子
　 

（
再
任
）

　
冨
田
　
高
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（
再
任
）

　
小
林
　
奈
都
美
（
再
任
）

　
鋤
柄
　
大
気
　 

（
再
任
）

　
原
　
　
善
哉
　 

（
再
任
）

　
な
お
、議
長
に
は
谷
田
貝
氏
、

職
務
代
理
に
は
武
本
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
７
年
11
月
２
日

か
ら
令
和
９
年
11
月
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日
ま
で

の
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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年
末
年
始
業
務
ほ
か

年
末
年
始
業
務

☆
町
役
場
関
係
施
設
の
年
末
年

始
の
業
務
日
程
は
、 

13
・
14
ペ

ー
ジ
（
両
面
）
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
参
照
く
だ
さ
い
。

◎
戸
籍
の
届
け
出

　
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
は
休
み

中
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
役
場
宿
日
直
室
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
業
務
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
も
宿
日
直
室
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
役
場
宿
日
直
室

　
　
　
　
　☎
83-

２
１
１
１

◎
ご
み
収
集

　
収
集
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
の
持
ち
込
み
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

・
年
末 

12
月
29
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
ま
で

・
年
始 

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

◎
し
尿
く
み
取
り

・
年
末 

12
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
正
午
ま
で

＊
年
末
の
申
し
込
み
は
、
12
月

22
日
（
月
）
ま
で

・
年
始 

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

◎
下
水
道
・
浄
化
槽
事
業

　
町
が
管
理
す
る
下
水
道
お
よ

び
合
併
処
理
浄
化
槽
に
異
常
が

あ
っ
た
と
き
は
、
役
場
宿
日
直

室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
水
設
備
（
公
共
ま

す
か
ら
宅
内)

の
故
障
な
ど

は
、
指
定
下
水
道
工
事
店
で
修

理
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
会
計
室

　
納
税
、
口
座
振
替
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
金
融
機
関
（
役
場
内
）

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

役
場
本
庁
舎

　
　年
末
12
月
26
日
（
金
）
ま
で

古
里
出
張
所
は

　年
始
１
月
５
日
（
月
）
か
ら 

◎
防
災
行
政
無
線
放
送
業
務

　
年
内
の
放
送
は
、
12
月
26
日

（
金
）
午
後
６
時
45
分
で
終
了

し
、
放
送
原
稿
は
、
19
日
（
金
）

正
午
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
な
お
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
な
ど
の
故
障
は
役
場
宿

日
直
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
き
こ
り
ん

・
年
末
　
12
月
28
日(

日)

ま
で

・
年
始
　
１
月
４
日(

日)

か
ら

＊
年
末
年
始
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
内
早
め
の
持

ち
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

西
秋
川
衛
生
組
合
年
末
年
始
の

持
込
み
ご
み
の
受
入
れ
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
は
、
持
込
み
ご
み

の
搬
入
台
数
が
多
く
、
大
変
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ご
み
収
集
車
と
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
受

入
れ
を
行
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〔
年
末
〕
12
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
ま
で

〔
年
始
〕
１
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

　
持
ち
込
み
が
で
き
る
の
は
、

可
燃
・
不
燃
・
粗
大
ご
み
で
、

そ
れ
ぞ
れ
を
分
別
し
て
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

奥
多
摩
町
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
、
西
秋
川
衛
生
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://

w
w
w
.nis

hia
kig

a
w
a
.o
r.j

p/

）

ま
た
は
直
接
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
資
源
や
有
害
ご
み
、
事
業
所

の
ご
み
な
ど
は
、
持
ち
込
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４
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２
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６
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２
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ッ
ト
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
！
』

～
令
和
７
年
度
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ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
～
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成
地
域
推
進
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の
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競
技
を
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ス
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ー
ツ
交
流
会
を
開
催
し
ま
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。
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さ
ん
の
参
加
を
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ち
し
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い
ま
す
。
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時
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21
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（
日
）　 
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前
９
時
30
分
～
正
午
ま
で

〔
会
場
〕
奥
多
摩
中
学
校
体
育
館 

＊
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す

〔
対
象
者
〕
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
及
び
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

〔
講
師
〕
奥
多
摩
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

〔
持
ち
物
〕
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

〔
参
加
費
〕
無
料
　
　〔
申
込
〕
12
月
12
日
（
金
）
ま
で

〔
主
催
〕
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・（
公
財
）
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
東
京
都

〔
主
管
〕
奥
多
摩
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
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ブ

※
申
し
込
み
・
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い
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は
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ひ
き
こ
も
り
の
悩
み
を
抱
え
る
ご
家
族
の
方
へ

　
ひ
き
こ
も
り
の
悩
み
を
抱

え
る
ご
家
族
の
方
へ
ご
自
身

や
ご
家
族
の
ひ
き
こ
も
り
に

つ
い
て
、
悩
み
を
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？

　
ひ
き
こ
も
り
は
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
こ
と
で
、
特
別
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ひ
き
こ
も
り
は
「
相
談
し
て

よ
い
悩
み
」
で
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
様
々

な
悩
み
に
つ
い
て
、
ご
家
族
で

抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
身
近
な

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
奥
多
摩
町
で
の
相
談
窓
口

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
保
健
課

　

　
　
　
　
　☎
83
‐
２
７
７
７

〇
東
京
都
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
東
京
都
で
は
、
ひ
き
こ
も
り

の
状
態
に
あ
る
方
お
よ
び
そ
の

家
族
を
支
援
す
る
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
東
京
都
で
は
、
ひ
き
こ
も
り

の
状
態
に
あ
る
方
及
び
そ
の
家

族
を
支
援
す
る
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
以
下
の
と
お
り
講
演

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕
前
半
：

益
田
先
生
と
元
ひ
き
こ
も
り
当

事
者
２
名
に
よ
る
座
談
会

後
半
：
益
田
先
生
に
よ
る
講
演

会
「
ひ
き
こ
も
り
と
Ａ
Ｉ
セ
ル

フ
ケ
ア
、
そ
の
あ
と
の
ス
テ
ッ

プ
」

〔
配
信
期
間
〕
令
和
８
年
９
月

末
頃
ま
で

〔
対
象
〕
ど
な
た
で
も
ご
視
聴

い
た
だ
け
ま
す
。

〔
視
聴
方
法
〕

東
京
都
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
東
京
動
画
」
で
動
画
を
配
信

し
て
い
ま
す
。
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※
問
い
合
わ

せ
は
、
福
祉
局
生
活
福
祉
部
地

域
福
祉
課
生
活
支
援
担
当

☎
０
３-

５
３
２
０-

４
０
３
９

　
受験生チャレンジ

支援貸付事業
　東京都では、一定所得以下の世帯の子ども

を対象に、「受験生チャレンジ支援貸付事業」

を実施しています。

　高等学校や大学など各種学校への受験料や

学習塾の授業料を無利子にて貸付し、対象と

なる世帯の子どもの教育機会の確保を図る事

業です。

　入学した場合には返済が免除 ( 償還免除 )

されます。

　申し込みに際しては、対象要件などがあり

ますので、事業の詳細な内容についてはお問

い合わせください。

※申し込み、問い合わせは、

　　　社会福祉協議会　☎８３－３８５５

カ
ッ
ト

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進

事
業
ほ
か
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カ
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ジ
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ニ
ア
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成
地
域
推
進

事
業
ほ
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空空家家・・空空地地のの管管理理

不不動動産産各各種種ごご相相談談

☎

✉ ＠

奥多摩
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　東京都では、一定所得以下の世帯の子ども

を対象に、「受験生チャレンジ支援貸付事業」

を実施しています。

　高等学校や大学など各種学校への受験料や

学習塾の授業料を無利子にて貸付し、対象と

なる世帯の子どもの教育機会の確保を図る事

業です。

　入学した場合には返済が免除 ( 償還免除 )

されます。

　申し込みに際しては、対象要件などがあり

ますので、事業の詳細な内容についてはお問

い合わせください。

※申し込み、問い合わせは、

　　　社会福祉協議会　☎８３－３８５５

カ
ッ
ト

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進

事
業
ほ
か
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年
末
年
始
業
務
ほ
か

年
末
年
始
業
務

☆
町
役
場
関
係
施
設
の
年
末
年

始
の
業
務
日
程
は
、 

13
・
14
ペ

ー
ジ
（
両
面
）
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
参
照
く
だ
さ
い
。

◎
戸
籍
の
届
け
出

　
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
は
休
み

中
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
役
場
宿
日
直
室
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
業
務
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
も
宿
日
直
室
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
役
場
宿
日
直
室

　
　
　
　
　☎
83-

２
１
１
１

◎
ご
み
収
集

　
収
集
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
の
持
ち
込
み
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

・
年
末 

12
月
29
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
ま
で

・
年
始 

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

◎
し
尿
く
み
取
り

・
年
末 

12
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
正
午
ま
で

＊
年
末
の
申
し
込
み
は
、
12
月

22
日
（
月
）
ま
で

・
年
始 
１
月
５
日
（
月
）
か
ら

◎
下
水
道
・
浄
化
槽
事
業

　
町
が
管
理
す
る
下
水
道
お
よ

び
合
併
処
理
浄
化
槽
に
異
常
が

あ
っ
た
と
き
は
、
役
場
宿
日
直

室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
水
設
備
（
公
共
ま

す
か
ら
宅
内)

の
故
障
な
ど

は
、
指
定
下
水
道
工
事
店
で
修

理
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
会
計
室

　
納
税
、
口
座
振
替
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
金
融
機
関
（
役
場
内
）

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

役
場
本
庁
舎

　
　年
末
12
月
26
日
（
金
）
ま
で

古
里
出
張
所
は

　年
始
１
月
５
日
（
月
）
か
ら 

◎
防
災
行
政
無
線
放
送
業
務

　
年
内
の
放
送
は
、
12
月
26
日

（
金
）
午
後
６
時
45
分
で
終
了

し
、
放
送
原
稿
は
、
19
日
（
金
）

正
午
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
な
お
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
な
ど
の
故
障
は
役
場
宿

日
直
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
き
こ
り
ん

・
年
末
　
12
月
28
日(

日)

ま
で

・
年
始
　
１
月
４
日(

日)

か
ら

＊
年
末
年
始
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
内
早
め
の
持

ち
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

西
秋
川
衛
生
組
合
年
末
年
始
の

持
込
み
ご
み
の
受
入
れ
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
は
、
持
込
み
ご
み

の
搬
入
台
数
が
多
く
、
大
変
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ご
み
収
集
車
と
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
受

入
れ
を
行
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〔
年
末
〕
12
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
ま
で

〔
年
始
〕
１
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

　
持
ち
込
み
が
で
き
る
の
は
、

可
燃
・
不
燃
・
粗
大
ご
み
で
、

そ
れ
ぞ
れ
を
分
別
し
て
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

奥
多
摩
町
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
、
西
秋
川
衛
生
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://

w
w
w
.nis

hia
kig

a
w
a
.o
r.j

p/

）

ま
た
は
直
接
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
資
源
や
有
害
ご
み
、
事
業
所

の
ご
み
な
ど
は
、
持
ち
込
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
西
秋
川
衛

生
組
合
☎
０
４
２-

５
９
６-

４
４
１
８
（
平
日
の
み
）

【
町
営
駐
車
場
利
用
者
無
料
開
放
】

　
住
民
の
方
お
よ
び
利
用
者
を

対
象
に
、
12
月
１
日
（
月
）
か

ら
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
「
町

営
氷
川
駐
車
場
」
お
よ
び
「
町

営
小
丹
波
駐
車
場
」、
１
月
６

日
（
火
）
か
ら
２
月
28
日
（
金
）

ま
で
「
タ
イ
ム
ズ
奥
多
摩
鳩
ノ

巣
駐
車
場
」
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
は
、
無
料
で
駐

車
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、

観
光
産
業
課
　
☎
83
‐
２
２
９
５

カ
ッ
ト

21

１

　３

　５

　
　８

　10

　
　13

　15

　
　18

　20

　
　23

　25

　
　28

　30

　
　33

　35

　
　38

　40

　
　43

　45

　
　48

　50

　
　53

　55

　
　58

　60

　62

No.864 2025 年 12 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

年
末
年
始
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務
ほ
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末
年
始
業
務

☆
町
役
場
関
係
施
設
の
年
末
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始
の
業
務
日
程
は
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13
・
14
ペ

ー
ジ
（
両
面
）
の
カ
レ
ン
ダ
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を
参
照
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だ
さ
い
。

◎
戸
籍
の
届
け
出

　
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
は
休
み

中
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
役
場
宿
日
直
室
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
業
務
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
も
宿
日
直
室
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
役
場
宿
日
直
室
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83-
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１
１
１

◎
ご
み
収
集

　
収
集
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
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へ
の
持
ち
込
み
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
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12
月
29
日
（
月
）
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後
３
時
ま
で

・
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５
日
（
月
）
か
ら

◎
し
尿
く
み
取
り

・
年
末 

12
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
正
午
ま
で

＊
年
末
の
申
し
込
み
は
、
12
月

22
日
（
月
）
ま
で

・
年
始 

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

◎
下
水
道
・
浄
化
槽
事
業

　
町
が
管
理
す
る
下
水
道
お
よ

び
合
併
処
理
浄
化
槽
に
異
常
が

あ
っ
た
と
き
は
、
役
場
宿
日
直

室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
水
設
備
（
公
共
ま

す
か
ら
宅
内)

の
故
障
な
ど

は
、
指
定
下
水
道
工
事
店
で
修

理
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
会
計
室

　
納
税
、
口
座
振
替
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
金
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機
関
（
役
場
内
）

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

役
場
本
庁
舎
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末
12
月
26
日
（
金
）
ま
で

古
里
出
張
所
は

　年
始
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５
日
（
月
）
か
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◎
防
災
行
政
無
線
放
送
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務
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内
の
放
送
は
、
12
月
26
日

（
金
）
午
後
６
時
45
分
で
終
了

し
、
放
送
原
稿
は
、
19
日
（
金
）

正
午
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
な
お
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
な
ど
の
故
障
は
役
場
宿

日
直
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
き
こ
り
ん

・
年
末
　
12
月
28
日(

日)

ま
で

・
年
始

　
１
月
４
日(

日)

か
ら

＊
年
末
年
始
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
内
早
め
の
持

ち
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

西
秋
川
衛
生
組
合
年
末
年
始
の

持
込
み
ご
み
の
受
入
れ
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
は
、
持
込
み
ご
み

の
搬
入
台
数
が
多
く
、
大
変
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ご
み
収
集
車
と
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
受

入
れ
を
行
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〔
年
末
〕
12
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
ま
で

〔
年
始
〕
１
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

　
持
ち
込
み
が
で
き
る
の
は
、

可
燃
・
不
燃
・
粗
大
ご
み
で
、

そ
れ
ぞ
れ
を
分
別
し
て
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

奥
多
摩
町
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
、
西
秋
川
衛
生
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://

w
w
w
.nis

hia
kig

a
w
a
.o
r.j

p/

）

ま
た
は
直
接
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
資
源
や
有
害
ご
み
、
事
業
所

の
ご
み
な
ど
は
、
持
ち
込
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。）

※
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は
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西
秋
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生
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合
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０
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２-

５
９
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４
４
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８
（
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み
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無
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開
放
】
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び
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用
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を

対
象
に
、
12
月
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日
（
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）
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２
月
28
日
（
金
）
ま
で
「
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営
氷
川
駐
車
場
」
お
よ
び
「
町

営
小
丹
波
駐
車
場
」、
１
月
６

日
（
火
）
か
ら
２
月
28
日
（
金
）

ま
で
「
タ
イ
ム
ズ
奥
多
摩
鳩
ノ

巣
駐
車
場
」
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
は
、
無
料
で
駐

車
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
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い
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せ
は
、

観
光
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業
課
　
☎
83
‐
２
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９
５

カ
ッ
ト
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消
防
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
ほ
か

【
奥
多
摩
消
防
署
か
ら
お
知
ら
せ
】

　
　火
災
予
防
業
務
協
力
者
等
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
火
災
予
防
業

務
な
ど
に
協
力
の
あ
っ
た
団
体

お
よ
び
個
人
に
対
し
て
、
東
京

消
防
庁
総
監
、
予
防
部
長
、
防

災
部
長
、
企
画
調
整
部
長
お
よ

び
奥
多
摩
消
防
署
長
か
ら
感
謝

状
な
ら
び
に
表
彰
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

 

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

○
消
防
総
監
表
彰
状

（
優
良
防
火
対
象
物
の
防
火
安
全

の
維
持
に
対
す
る
功
労
・
団
体
）

・
奥
多
摩
の
風
　
は
と
の
す
荘

○
予
防
部
長
感
謝
状

（
火
災
予
防
業
務
協
力
功
労
・

団
体
）

・
株
式
会
社
昭
和
石
材
工
業
所 

古
里
鉱
業
所

・
小
峰
電
気
管
理
事
務
所

・
一
般
財
団
法
人 

小
河
内
振

興
財
団

○
企
画
調
整
部
長
感
謝
状

（
広
報
業
務
協
力
功
労
・
団
体
）

・
株
式
会
社
サ
ン
ワ

○
奥
多
摩
消
防
署
長
表
彰
状

（
防
火
管
理
者
業
務
適
切
功
労
・

個
人
）

・ 

荒
澤 

弘 

（
荒
澤
屋
旅
館
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
奥
多
摩
消

防
署
予
防
係

　

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
２
９
９

○
防
災
部
長
感
謝
状

（
人
命
安
全
対
策
等
推
進
功
労
・

団
体
）

・
大
氷
川
自
治
会

〇
予
防
部
長
表
彰
状

（
自
衛
消
防
の
組
織
業
務
適
切

功
労
・
団
体
）

・
社
会
福
祉
法
人 

ふ
る
さ
と

福
祉
会 

東
京
多
摩
学
園

○
予
防
部
長
表
彰
状

（
危
険
物
保
安
業
務
適
切
功
労
・

団
体
）

・
社
会
福
祉
法
人
青
梅
白
寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

シ
ル

バ
ー
コ
ー
ト
丹
三
郎

○
予
防
部
長
表
彰
状

（
防
火
管
理
者
業
務
適
切
功
労
・

個
人
）

・
原
島 

俊
二
（
山
鳩
）

○
奥
多
摩
消
防
署
長
感
謝
状

（
火
災
予
防
業
務
協
力
功
労
・

団
体
）

・ 

有
限
会
社 

塩
野
産
業

・
清
水
土
木
建
設
株
式
会
社

・ 

東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科

学
部 

奥
多
摩
演
習
林

・
の
ん
き
や

・
有
限
会
社
正
次
興
業

・
朝
日
運
輸
有
限
会
社

・
山
の
宿 

鉢
の
木

○
奥
多
摩
消
防
署
長
感
謝
状

（
広
報
業
務
協
力
功
労
・
団
体
）
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環
境
整
備
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

リチウムイオン電池は発火の危険があります
～パソコンや小型家電は正しいリサイクルをお願いします～

　多くの充電式の小型家電（モバイルバッテリー・ハンディ扇風機・電動歯ブラシ・加熱式たばこな

ど）には、リチウムイオン電池が使用されています。リチウムイオン電池は、過度な力が加わると激

しく発熱や発火を引き起こし、大変危険です。西秋川衛生組合でも発火事故が急増しています。他の

自治体では、写真のような事態が確認されています。

　＜火災を防ぐポイント＞

①充電式の家電製品を処分する際は、製品の取扱説明書を確認する。

②リチウムイオン電池が使われている製品は、電池を外して分別する。

　例）デジタルカメラを廃棄する場合

　　　デジタルカメラ本体は、「使用済小型電子機器」として排出。

　　　リチウムイオン電池は、「有害ごみ」として排出。

③リチウムイオン電池内蔵か不明だが、電池だけを取り外すことができない製品やリチウムイオン電

　池内蔵製品を廃棄する場合は、単体で透明の袋に入れ「有害ごみ」の日に出してください。

＊パソコンや小型家電は資源として利用価値のある金属を含んでいます。住民・事業者のみなさんに

　は、小型家電リサイクル法などに基づく適切なリサイクルをお願いいたします。

　奥多摩湖周辺単独処理場の『小河内処理区』と多摩川流域下水道に接続する『多摩川流域下水道多摩

川上流処理区関連下水道』の２処理区下水道事業計画については、事業計画期間が令和７年度末である

ため、期間の延伸に伴い、財政計画の追加と下水道区域の見直しをしました。

　つきましては、下水道事業計画の縦覧と意見照会を下記のとおり実施します。

縦覧期間：１２月８日（月）～１２月２２日（月）

縦覧場所：環境整備課下水道業務係、古里出張所

ご意見については１２月２２日（月）（消印）までに任意様式にて、日付、住所、氏名、電話番号を記載のうえ、

環境整備課下水道業務係までご提出ください。

※計画案は町ホームページでも閲覧可能です。

　また、下水道事業では限られた財源を有効に活用することと、個人の下水道普及に係る工事（各戸への

公共マス設置や合併処理浄化槽の設置等）について、令和９年度以降の方針についても検討を進めてい

ます。ご意見がありましたら上記事業計画と併せてご意見をお聞かせください。

町下水道事業計画変更（案）の縦覧について

※このページの内容の問い合わせは、環境整備課　☎８３－２３６７
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第
22
号
・
23
号
に
よ
り
被
災
し
た

町
村
に
対
す
る
義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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受
付
場
所
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民
課
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セ
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消
防
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
ほ
か

【
奥
多
摩
消
防
署
か
ら
お
知
ら
せ
】

　
　火
災
予
防
業
務
協
力
者
等
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
火
災
予
防
業

務
な
ど
に
協
力
の
あ
っ
た
団
体

お
よ
び
個
人
に
対
し
て
、
東
京

消
防
庁
総
監
、
予
防
部
長
、
防

災
部
長
、
企
画
調
整
部
長
お
よ

び
奥
多
摩
消
防
署
長
か
ら
感
謝

状
な
ら
び
に
表
彰
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

 

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

○
消
防
総
監
表
彰
状

（
優
良
防
火
対
象
物
の
防
火
安
全

の
維
持
に
対
す
る
功
労
・
団
体
）

・
奥
多
摩
の
風

　
は
と
の
す
荘

○
予
防
部
長
感
謝
状

（
火
災
予
防
業
務
協
力
功
労
・

団
体
）

・
株
式
会
社
昭
和
石
材
工
業
所 

古
里
鉱
業
所

・
小
峰
電
気
管
理
事
務
所

・
一
般
財
団
法
人 

小
河
内
振

興
財
団

○
企
画
調
整
部
長
感
謝
状

（
広
報
業
務
協
力
功
労
・
団
体
）

・
株
式
会
社
サ
ン
ワ

○
奥
多
摩
消
防
署
長
表
彰
状

（
防
火
管
理
者
業
務
適
切
功
労
・

個
人
）

・ 

荒
澤 

弘 

（
荒
澤
屋
旅
館
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
奥
多
摩
消

防
署
予
防
係
　

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
２
９
９

○
防
災
部
長
感
謝
状

（
人
命
安
全
対
策
等
推
進
功
労
・

団
体
）

・
大
氷
川
自
治
会

〇
予
防
部
長
表
彰
状

（
自
衛
消
防
の
組
織
業
務
適
切

功
労
・
団
体
）

・
社
会
福
祉
法
人 

ふ
る
さ
と

福
祉
会 
東
京
多
摩
学
園

○
予
防
部
長
表
彰
状

（
危
険
物
保
安
業
務
適
切
功
労
・

団
体
）

・
社
会
福
祉
法
人
青
梅
白
寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

シ
ル

バ
ー
コ
ー
ト
丹
三
郎
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予
防
部
長
表
彰
状

（
防
火
管
理
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業
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切
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・

個
人
）
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二
（
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鳩
）
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署
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予
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団
体
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有
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会
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産
業

・
清
水
土
木
建
設
株
式
会
社

・ 

東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科

学
部 

奥
多
摩
演
習
林

・
の
ん
き
や

・
有
限
会
社
正
次
興
業

・
朝
日
運
輸
有
限
会
社

・
山
の
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木
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消
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消
防
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業
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力
功
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・
個
人
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多
摩
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澤
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光
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多
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防
火
女
性
の
会
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護
老
人

ホ
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ム
グ
リ
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ン
ウ
ッ
ド
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多

摩
）

　
町
で
は
、
自
治
会
連
合
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
奥
多
摩
町

議
会
と
共
同
で
、
今
回
の
台
風

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
町
村
へ
の

支
援
の
一
環
と
し
て
、
12
月
19

日
（
金
）
ま
で
、
災
害
義
援
金

を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
義
援
金
は
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東
京
都
の

町
村
ご
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に
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が
取
り
ま
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、
被
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に
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方
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配
分
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も
の

で
す
。
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奥
多
摩
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ
ほ
か

　
奥
多
摩
病
院
で
は
、
整

形
外
科
を
含
む
全
て
の
診

察

を

総

合

診

療

科

に

て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
診
療
科
と
は
、
「
身

近
に
あ
っ
て
、
何
で
も
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
総
合

的
な
医
療
」
の
こ
と
で
「
軽

い

め

ま

い

が

す

る

け

ど

、

貧
血
か
、
更
年
期
な
の
か
」

「
突
然
熱
が
出
た
け
ど
、
何

奥
多
摩
病
院
か
ら   

の
お
知
ら
せ 

１２月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）

奥 多 摩 病 院 

≪診療時間≫

　●平日外来（月～金）午前9時～ ・【受付時間】午前8時～11時30分

　〇午後診療（月・水・木・金曜日）午後2時30分～3時30分

　　＊前日までに要予約

　〇小児予防接種（同上）午後3時30分～4時30分

　　＊予約希望日の１週間前までに要予約

　　【予約受付】平日の午後1時～4時30分・電話または窓口

≪峰谷診療所≫

　○火曜日　　　午後2時～

　○金曜日　　　午後2時～

≪日原診療所≫

　○木曜日　　　午後2時～

　◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎８３－２１４５

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

  https://www.town.okutama.tokyo.jp/1/okutamabyoin/index.html

■禁煙外来（予約制）：禁煙をご希望の方は、ご利用ください。

■認知症外来（予約制）：認知症をご心配の方は、ご利用ください。

　
　～
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
～

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

生

活

に

困

っ

て

い

る

方

や
、

児
童
・
障
害
者
・
高
齢
者
な

ど
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。

ま
た
、

主
任
児

童
委
員
は
児
童
福
祉
に
関
す

る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
し

ま
す
。

【民生委員・児童委員】

　任期：令和７年１２月１日～令和１０年１１月３０日

地　区 氏名（敬称略） 地　区 氏名（敬称略）
川　　　井 桂　　　武　志 南　氷　川 石　塚　初　子
大　丹　波 須　崎　麻由美 栃　久　保 岡　部　治　夫
梅沢・丹三郎 吉　川　恭　子 大　　　沢 大　野　邦　雄
小　丹　波 瀧　島　君　子 日　　　原 原　島　二三和
小　丹　波 増　田　登美子 海　　　沢 三　富　文　子
棚　　　沢 清　水　弘　子 境 原　島　寿々江
棚　　　沢 青　木　　　修 中　　　山 小　林　勝　江
白　　　丸 森　谷　美智秀 小　河　内 坂　村　徳　子
大　氷　川 小　峰　敬　子 小　河　内 古　屋　文　恵
長　　　畑 原　島　京　子 主任児童委員 河　村　貴　子
常　　　磐 岡　部　　　忠 主任児童委員 原　島　里　香

12
月
１
日
付
で
、
22
名
（
新

任
６
名
、
再
任
16
名
）
の
方

が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
次
の
７
名
の
方
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
者
】
（
敬
称
略
）

藤
野 

由
美
子 

（
川

　
井
）

澤
本

　
清
美
（
梅
沢
・
丹
三
郎
）

福
島

　
明
美

　
（
棚

　
沢
）

小
峰 

と
し
子 

（
大
氷
川
）

塩
野

　
公
子

　
（
常

　
磐
）

桶
川

　
和
子

　
（
海

　
沢
）

坂
村

　
清
美

　
（
小
河
内
）

が

原

因

か

わ

か

ら

な

い

」

「
転
ん
で
足
腰
が
痛
い
」
な

ど
の
日
常
的
に
あ
る
、
あ

ら
ゆ
る
健
康
問
題
に
対
応

し
ま
す
。

　
整
形
外
科
の
診
療
内
容

で
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の

で
安
心
し
て
総
合
診
療
科
に

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
マ
イ
ナ
保
険
証
、
も
し

く
は
資
格
確
認
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

カ
ッ
ト

　
７
名
の
方
は
地
域
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
長
い
間
、

町
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　＊なお、大氷川地区２名のうち１名は調整中となっています。

カ
ッ
ト
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関
係
機
関
か
ら
の
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ら
せ

東京都八王子都税事務所からのお知らせ

①年末年始における窓口業務のご案内

　都税事務所・都税支所・支庁、都税総合事務センター・自動車税事務所での都税の申告・納付・証

明等の発行は、年末は１２月２６日（金）まで、年始は１月５日（月）からとなります。

１２月２７日（土）から１月４日（日）までの間に申告書・申請書を提出する場合は、都税事務所・

都税支所などに設置している「申告書等受箱」をご利用ください。※自動車税事務所、支庁を除く。

※問い合わせは、八王子都税事務所　☎０４２－６４４－１１１１

②納期内納税にご協力をお願いします

　都と区市町村では、安定した税収と納税の公平性確保を目指して、「オール東京滞納 STOP 宣言」に

基づき、連携して納期内納税の取組を推進しております。

※オール東京滞納 STOP 宣言：「滞納は　させない　放置しない　逃がさない」

※問い合わせは、　主税局徴収部個人都民税対策課　☎０３－５３８８－３０３９

③点字で課税の内容をお知らせします

　東京都主税局では、納税通知書の内容を点字でお知らせしています。対象となる税金は、固定資産

税・都市計画税（２３区内）、個人事業税、自動車税種別割です。お知らせする内容は、税金の種類、

納税義務者氏名、納税通知書番号、納期限、税額、問合せ先です。ご希望の方は、令和８年２月２７

日（金）までに下記問合せ先へご連絡ください。令和８年度分から点字のお知らせを同封します。

※問い合わせは、主税局総務部総務課相談広報班　☎０３－５３８８－２９２５

青梅警察署からのお知らせ

～青梅警察署管内の特殊詐欺被害～

令和７年１０月末現在、管内で特殊詐欺の被害を１５件認知しており、被害総額は

約４０５０万円となっています。

【警視庁防犯アプリ「デジポリス」で詐欺をブロック！】

みなさん、スマートホンにプラスで始まる国際電話で詐欺電話がかかってきたことはありませんか。

　例として、警察官、郵便局員、省庁職員などを騙って、

　・　あなたの口座が犯罪（マネーロンダリング）に利用されている。

　・　あなた名義の携帯電話が犯罪に利用されている。

とスマートフォンなどに着信があり、「口座を調査する」などと言って、ネットバンキングなどを利

用して指定する口座や、暗号資産取引口座に振り込ませる手口です。

　現在、スマートフォンに対する海外からの着信は、機種や通信キャリアごとに方法が異なります。

　そこで、警視庁は、１２月中に防犯アプリ「デジポリス」に、国際電話番号ブロックシステムを搭

載することになりました。

　「デジポリス」は、指定した地域の犯罪発生状況の表示機能や、「痴漢撃退機能」「防犯ブザー機能」「コ

コ通知機能」「見守り防犯活動パトロール機能」「エリア通知機能」といった、さまざまな防犯機能を

備えたアプリで、現在 iOS および Android 向けに提供しています。

　新たに搭載予定の国際電話番号ブロックシステムは、特殊詐欺電話の約８割に国際電話番号が使用

されていることを踏まえて実装されるもので、国際電話番号からの着信通知を遮断し、詐欺電話をブ

ロックするものです。この機会にみなさんも、是非「デジポリス」をインストールしましょう。

※青梅警察署　防犯係　☎２２－０１１０
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診
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を
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に
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行
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て
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す
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総
合
診
療
科
と
は
、
「
身

近
に
あ
っ
て
、
何
で
も
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
総
合

的
な
医
療
」
の
こ
と
で
「
軽

い

め

ま

い

が

す

る
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、

貧
血
か
、
更
年
期
な
の
か
」

「
突
然
熱
が
出
た
け
ど
、
何

奥
多
摩
病
院
か
ら   

の
お
知
ら
せ 

１２月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）

奥 多 摩 病 院 

≪診療時間≫

　●平日外来（月～金）午前9時～ ・【受付時間】午前8時～11時30分

　〇午後診療（月・水・木・金曜日）午後2時30分～3時30分

　　＊前日までに要予約

　〇小児予防接種（同上）午後3時30分～4時30分

　　＊予約希望日の１週間前までに要予約

　　【予約受付】平日の午後1時～4時30分・電話または窓口

≪峰谷診療所≫

　○火曜日　　　午後2時～

　○金曜日　　　午後2時～

≪日原診療所≫

　○木曜日　　　午後2時～

　◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎８３－２１４５

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

  https://www.town.okutama.tokyo.jp/1/okutamabyoin/index.html

■禁煙外来（予約制）：禁煙をご希望の方は、ご利用ください。

■認知症外来（予約制）：認知症をご心配の方は、ご利用ください。
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【民生委員・児童委員】

　任期：令和７年１２月１日～令和１０年１１月３０日

地　区 氏名（敬称略） 地　区 氏名（敬称略）
川　　　井 桂　　　武　志 南　氷　川 石　塚　初　子
大　丹　波 須　崎　麻由美 栃　久　保 岡　部　治　夫
梅沢・丹三郎 吉　川　恭　子 大　　　沢 大　野　邦　雄
小　丹　波 瀧　島　君　子 日　　　原 原　島　二三和
小　丹　波 増　田　登美子 海　　　沢 三　富　文　子
棚　　　沢 清　水　弘　子 境 原　島　寿々江
棚　　　沢 青　木　　　修 中　　　山 小　林　勝　江
白　　　丸 森　谷　美智秀 小　河　内 坂　村　徳　子
大　氷　川 小　峰　敬　子 小　河　内 古　屋　文　恵
長　　　畑 原　島　京　子 主任児童委員 河　村　貴　子
常　　　磐 岡　部　　　忠 主任児童委員 原　島　里　香

12
月
１
日
付
で
、
22
名
（
新

任
６
名
、
再
任
16
名
）
の
方

が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
次
の
７
名
の
方
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
者
】
（
敬
称
略
）

藤
野 

由
美
子 

（
川
　
井
）

澤
本
　
清
美
（
梅
沢
・
丹
三
郎
）

福
島
　
明
美
　
（
棚
　
沢
）

小
峰 

と
し
子 

（
大
氷
川
）

塩
野
　
公
子
　
（
常
　
磐
）

桶
川
　
和
子
　
（
海
　
沢
）

坂
村
　
清
美
　
（
小
河
内
）

が

原

因

か

わ

か

ら

な

い

」

「
転
ん
で
足
腰
が
痛
い
」
な

ど
の
日
常
的
に
あ
る
、
あ

ら
ゆ
る
健
康
問
題
に
対
応

し
ま
す
。

　
整
形
外
科
の
診
療
内
容

で
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の

で
安
心
し
て
総
合
診
療
科
に

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
マ
イ
ナ
保
険
証
、
も
し

く
は
資
格
確
認
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

カ
ッ
ト

　
７
名
の
方
は
地
域
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
長
い
間
、

町
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　＊なお、大氷川地区２名のうち１名は調整中となっています。

カ
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奥
多
摩
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ
ほ
か

　
奥
多
摩
病
院
で
は
、
整

形
外
科
を
含
む
全
て
の
診

察

を

総

合

診

療

科

に

て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
診
療
科
と
は
、
「
身

近
に
あ
っ
て
、
何
で
も
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
総
合

的
な
医
療
」
の
こ
と
で
「
軽

い

め

ま

い

が

す

る

け

ど

、

貧
血
か
、
更
年
期
な
の
か
」

「
突
然
熱
が
出
た
け
ど
、
何

奥
多
摩
病
院
か
ら   

の
お
知
ら
せ 

１２月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）

奥 多 摩 病 院 

≪診療時間≫

　●平日外来（月～金）午前9時～ ・【受付時間】午前8時～11時30分

　〇午後診療（月・水・木・金曜日）午後2時30分～3時30分

　　＊前日までに要予約

　〇小児予防接種（同上）午後3時30分～4時30分

　　＊予約希望日の１週間前までに要予約

　　【予約受付】平日の午後1時～4時30分・電話または窓口

≪峰谷診療所≫

　○火曜日　　　午後2時～

　○金曜日　　　午後2時～

≪日原診療所≫

　○木曜日　　　午後2時～

　◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎８３－２１４５

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

  https://www.town.okutama.tokyo.jp/1/okutamabyoin/index.html

■禁煙外来（予約制）：禁煙をご希望の方は、ご利用ください。

■認知症外来（予約制）：認知症をご心配の方は、ご利用ください。

　
　～
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
～

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

生

活

に

困

っ

て

い

る

方

や
、

児
童
・
障
害
者
・
高
齢
者
な

ど
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。

ま
た
、

主
任
児

童
委
員
は
児
童
福
祉
に
関
す

る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
し

ま
す
。

【民生委員・児童委員】
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内
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転
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で
足
腰
が
痛
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」
な

ど
の
日
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的
に
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る
、
あ
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る
健
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問
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に
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す
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の
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で
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で
安
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関
係
機
関
か
ら
の

お
知
ら
せ

観
光
施
設
・
行
事
な
ど
の
お
知
ら
せ

【
奥
多
摩
都
民
の
森

　
　
　
　

  

体
験
教
室
】

詳
細
☟

①
山
里
俱
楽
部
・
第
４
回

温
泉
と
ハ
イ
キ
ン
グ
〈
１
泊
２
日
〉

〔
日
時
〕

１
月
17
日
（
土
）
～
18
日
（
日
）

対
象
者
：
中
学
生
以
上

②
日
帰
り
御
前
山
歩
き
・
第
７

回
〈
日
帰
り
〉

〔
日
時
〕
２
月
７
日
（
土
）

対
象
者
：
中
学
生
以
上
～

　
　
　
　
　
　
　
７
９
才
ま
で

＊
ア
イ
ゼ
ン
必
要

〔
申
込
〕官
製
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
83-

３
６
３
３

E
-
m
a
i
l
:
o
k
u
-
m
o
r
i
@
a
x
e
l
.

ocn.ne.jp

※
問
い
合
わ
せ
は
、
奥
多
摩
都

民
の
森
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
83-

３
６
３
１

【
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
】

詳
細
☟

　
　
毎
月
第
１
日
曜
日
＆
第
３
木

曜
日
は
フ
ォ
レ
ス
ト 
フ
ォ
ー 

レ
ス
ト
　
奥
多
摩
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン

（FOREST for Rest)

【
登
山
・
観
光
ツ
ア
ー
】

①
登
山>

長
淵
丘
陵
ウ
ラ
ヤ
マ

ハ
イ
ク

〔
大
パ
ノ
ラ
マ
の
赤
ボ
ッ
コ
〕
　

　
　
　
　
　
12
月
14
日
（
日
）

②
観
光>

陽
だ
ま
り
の
奥
多
摩

湖
見
晴
ら
し
の
丘
と
正
月
飾
り

作
り
〔
餅
つ
き
・
鏡
餅
・
三
方
・

し
め
飾
り
〕

　
12
月
22
日
（
月
）

★
「
町
民
割
引
価
格
」
あ
り
！

＊
各
ツ
ア
ー
と
も
参
加
費
用
が

発
生
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
一
般
財
団

法
人
お
く
た
ま
地
域
振
興
財
団

　
　
　
　
　
☎
83-

８
８
５
５

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
83-

８
８
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://okutama-therapy.com/)

【
山
の
ふ
る
さ
と
村
】

詳
細
☟

①
山
ふ
る
冬
ま
つ
り

〔
日
時
〕
１
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
２
月
１
日
（
日
）

さ
む
～
い
冬
で
も
楽
し
さ
満

載
！
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
ま
す
！

※
問
い
合
わ
せ
は
、
山
の
ふ
る

さ
と
村
管
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